
ボ
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／
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梶

～

申イ

一

【
要
約
】
　
二
～
／
二
二
年
飢
態
は
ロ
シ
ア
史
上
稀
に
見
る
大
災
害
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
史
学
界
で
も
三
〇
年
代
の
飢
饒
研
究
に
比
べ
て

そ
の
遅
れ
は
明
白
で
、
従
来
の
研
究
史
で
は
こ
の
被
害
は
過
小
評
価
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
「
唯
～
適
正
な
」
社
会
主
義
路
線
と
さ
れ
る
ネ
ッ
プ
の
導
入

と
時
期
が
重
な
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
未
曾
有
の
大
飢
鰹
で
あ
り
な
が
ら
も
、
農
業
の
荒
廃
、
出
講
の
認
定
の
遅
れ
、
不
充
分
な
救
援
活
動
な
ど

の
様
々
な
中
央
権
力
に
よ
る
政
策
上
の
過
誤
が
、
元
々
は
二
〇
早
秋
か
ら
は
じ
ま
る
大
激
越
と
い
う
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
い
た
ず
ら
に
大
き
く
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
飢
鰹
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
地
域
を
蓬
か
に
超
え
た
規
模
で
あ
り
、
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
に
至
る
惨
状
が
通
常
の
現
象
に

な
る
よ
う
な
そ
の
実
態
、
帝
国
主
義
列
強
へ
の
不
信
の
下
で
外
国
援
助
機
関
が
救
援
の
中
軸
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
ネ
ッ
プ
の
実
施
過
程
と
の
関
わ
り
の
中

で
描
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
六
巻
一
号
　
一
一
〇
［
三
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
こ
れ
ま
で
ソ
ヴ
ェ
ト
史
学
界
で
一
九
三
二
／
三
三
年
飢
饅
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
強
制
的
集
団
化
と
の
関
連
で
広
く
考
察
さ
れ
た
の
に
比
べ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

一一

黶
^
二
二
年
飢
謹
は
い
く
つ
か
の
地
域
研
究
を
除
き
ロ
シ
ア
で
も
日
本
で
も
そ
の
後
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
ソ
連
時
代
は
二
一
／
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

騒
然
謹
を
過
小
評
価
す
る
傾
向
が
～
般
的
で
、
飢
渇
を
克
服
す
る
中
で
ネ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
た
と
す
る
論
調
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
情

を
、
現
代
の
あ
る
研
究
者
は
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
国
民
の
何
世
代
か
は
こ
の
飢
饅
に
つ
い
て
総
じ
て
何
も
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
、
速
や
か
に
克
服

し
た
と
い
う
文
脈
だ
け
で
そ
れ
に
言
及
す
る
歴
史
教
科
書
で
教
育
さ
れ
た
。
大
衆
の
意
識
に
地
域
的
に
は
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
地
方
だ
け
を
覆
っ
た
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ネ
ッ
プ
初
期
の
些
末
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
わ
が
国
の
も
っ
と
も
悲
劇
的
現
象
の
｝
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
指

　
　
③

摘
す
る
。
秘
匿
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
一
、
レ
ー
ニ
ン
時
代
の
出
来
事
で
あ
っ
た
、
二
、
農
民
宥
和
政
策
を
根
幹
と
す
る
ネ
ッ
プ
の
開
始
時
に

農
民
の
悲
劇
は
発
生
し
な
い
、
三
、
飢
饒
救
済
の
主
力
は
ア
メ
リ
カ
救
済
局
（
》
ヨ
Φ
旨
叢
論
出
塁
》
g
巳
鉱
。
。
霞
三
八
；
以
下
A
R
A
）
を
筆
頭
と
す

る
外
国
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
賢
明
な
読
者
な
ら
お
気
づ
き
の
よ
う
に
、
こ
の
大
飢
饅
は
い
わ
ゆ
る
ネ
ッ
プ
の
導
入
期
と
重
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。

ソ
連
時
代
に
コ
一
一
年
の
新
経
済
政
策
へ
の
移
行
は
ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
建
設
の
将
来
の
運
命
に
と
っ
て
決
定
的
意
義
を
持
っ
た
。
ネ

ッ
プ
へ
の
転
換
は
過
渡
期
の
状
況
下
で
唯
一
適
正
な
路
線
を
確
定
し
的
」
と
の
基
本
的
ネ
ッ
プ
評
価
が
存
在
し
た
限
戦
こ
れ
ら
に
は
共
時
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

以
外
の
因
果
関
係
は
あ
り
え
な
い
が
、
は
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。

　
そ
も
そ
も
ネ
ッ
プ
の
基
本
的
枠
組
み
と
な
る
現
物
税
の
導
入
と
そ
れ
に
伴
う
農
産
物
余
剰
の
自
由
取
引
の
認
可
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
よ

る
～
七
年
の
十
月
政
変
後
の
慢
性
的
飢
餓
対
策
と
し
て
穀
物
播
種
面
積
の
増
加
を
奨
励
す
る
た
め
、
二
〇
年
末
の
第
八
回
盲
ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ェ

ト
大
会
で
策
定
さ
れ
た
播
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
起
源
を
持
つ
。
同
大
会
で
播
種
拡
大
の
奨
励
策
と
し
て
勤
勉
な
農
民
経
営
に
プ
レ
ミ
ア
と
し
て

優
先
的
に
工
業
製
品
を
現
物
支
給
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
だ
が
、
二
～
年
初
頭
か
ら
ロ
シ
ア
全
土
で
露
呈
し
た
経
済
的
崩
壊
現
象
に
よ
り

農
民
へ
の
工
業
甘
食
の
供
給
は
不
可
能
に
な
り
、
二
月
八
日
の
ロ
シ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会
政
治
局
会
議
［
以
下
、
党
と
は
ロ
シ
ア
共
産
党
を
指

す
］
で
レ
ー
ニ
ン
に
よ
っ
て
、
現
物
税
を
導
入
し
農
民
に
余
剰
を
自
由
に
取
引
す
る
権
利
を
与
え
る
構
想
が
、
簡
単
な
『
予
備
的
草
稿
』
と
し

て
案
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
家
が
農
民
に
工
業
製
品
を
直
接
供
給
す
る
の
で
は
な
く
、
農
民
自
身
に
自
由
取
引
の
容
認
と
い
う
形
で
余
剰

と
交
換
に
工
業
製
品
を
受
け
取
る
機
会
を
与
え
る
と
の
構
想
が
生
ま
れ
、
通
説
で
は
こ
れ
が
現
物
税
構
想
の
嗜
矢
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
現
物

税
に
関
す
る
三
月
一
五
日
づ
け
第
一
〇
回
党
大
会
決
議
で
も
、
そ
れ
を
法
令
化
し
た
三
月
二
一
日
づ
け
全
ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ェ
ト
中
央
執
行
委
員

会
政
令
で
も
こ
の
構
想
が
、
現
物
税
を
完
納
し
た
後
で
農
畏
に
残
る
農
産
物
を
自
由
に
処
分
す
る
こ
と
を
認
め
る
形
で
具
体
化
さ
れ
、
こ
れ
は

で
き
る
だ
け
多
く
播
種
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
市
場
で
の
交
換
財
が
増
え
る
と
い
う
意
味
で
、
播
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
刺
戟
と
な
っ
た
は
ず
で
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あ
る
。
繰
り
返
せ
ば
、
こ
れ
は
播
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
枠
内
で
の
措
置
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
二
月
半
ば
に
ほ
と
ん
ど
の
地
方
で
食
糧
割
当
徴
発

は
停
止
さ
れ
、
よ
り
正
確
に
は
食
糧
割
当
徴
発
か
ら
播
種
キ
ャ
ン
ペ
1
ン
の
た
め
の
種
子
割
当
徴
発
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
食
糧
の
調

達
手
段
を
失
っ
た
分
だ
け
食
糧
事
情
は
全
土
で
急
速
に
悪
化
し
、
食
糧
配
給
の
遅
延
と
停
止
は
多
く
の
都
市
で
飢
え
た
労
働
者
に
よ
る
騒
擾
を

頻
発
さ
せ
、
工
場
は
操
業
を
停
止
し
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
き
わ
め
て
危
機
的
状
況
を
出
現
さ
せ
た
。

　
逓
常
ネ
ッ
プ
体
制
の
基
盤
を
創
出
し
た
と
さ
れ
る
三
月
二
八
日
中
け
自
由
交
換
に
つ
い
て
の
布
告
は
、
党
大
会
決
議
で
も
政
令
で
も
規
定
さ

れ
て
い
た
現
物
税
の
完
納
後
で
な
く
、
割
当
徴
発
の
終
了
後
直
ち
に
、
す
な
わ
ち
即
座
に
農
産
物
の
自
由
取
引
を
認
可
し
、
継
ぎ
屋
を
合
法
化

し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
現
物
税
構
想
が
本
来
持
っ
て
い
た
播
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
奨
励
と
し
て
の
意
義
は
失
わ
れ
、
播
種
用
穀
物
が

帯
場
に
流
れ
る
お
そ
れ
も
顧
み
ず
、
当
時
の
危
機
的
食
糧
事
情
を
克
服
し
よ
う
と
食
糧
農
産
物
を
市
場
で
獲
得
す
る
た
め
の
自
由
取
引
が
急
遽

認
可
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
ロ
シ
ア
全
土
を
襲
っ
た
厳
し
い
飢
謹
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、
播
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
枠
は
外
さ
れ
、

緊
急
避
難
的
に
飢
餓
対
策
が
採
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
は
重
大
な
方
針
転
換
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
高
決
定
機
関
で
あ
る
党
中
央
委
政
治
局
会
議
で
こ
の
転
換
に
関
す
る
議
論
は
皆
無
で
あ
り
、
三
月
二
八
日
づ
け
政
治
局
会
議
で
こ
の
方
針
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

換
が
決
定
さ
れ
た
の
は
確
実
で
あ
る
が
、
議
事
録
は
こ
れ
に
つ
い
て
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
第
一
〇
回
党
大
会
決
議
に
基

づ
き
「
唯
～
適
正
な
路
線
」
と
し
て
の
ネ
ッ
プ
が
成
立
し
た
と
の
神
話
が
生
ま
れ
た
。

　
二
一
／
ニ
明
年
飢
饅
は
あ
る
意
味
で
、
十
月
政
変
か
ら
続
く
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
体
制
の
負
の
遺
産
の
集
約
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
す
る
研
究
は

自
ず
と
レ
ー
ニ
ン
体
制
へ
の
批
判
を
伴
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
こ
の
事
実
が
長
い
間
秘
匿
さ
れ
て
い
た
最
大
の
理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

筆
者
は
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
下
で
の
大
飢
謹
と
の
比
較
研
究
を
意
図
し
て
い
な
い
が
、
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
驚
く
ほ
ど
に
酷
似
し
て
い
る
。
ま

さ
に
「
ロ
シ
ア
革
命
」
を
「
飢
餓
の
革
命
」
の
側
面
か
ら
再
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
大
戦
に
よ
る
統
制
経
済
の
～
環
と
し
て
ロ
シ
ア
全
土
に
配
給
券
制
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
配
給
量
は
低
減
し
続
け
た
。
地
域
差
は
あ
る
と

し
て
も
、
当
時
の
労
働
者
に
平
均
二
三
五
九
カ
ロ
リ
～
、
農
民
（
サ
マ
ラ
県
の
例
）
に
は
三
七
五
〇
カ
ロ
リ
ー
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
平
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均
し
て
四
三
％
を
穀
物
か
ら
摂
取
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
ロ
シ
ア
で
は
そ
れ
は
六
五
％
に
達
し
、
穀
物
生
産
量
は
ロ
シ
ア
民
衆
の
食
生
活
に
直

　
　
　
　
　
　
⑨

接
反
映
さ
れ
た
。
黒
パ
ン
ー
フ
ン
ト
宏
フ
ン
ト
は
四
〇
分
の
～
プ
ー
ド
、
三
四
〇
九
・
五
グ
ラ
ム
］
か
ら
九
三
六
、
白
パ
ン
か
ら
八
九
要
諦
ロ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
摂
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
七
年
＝
月
に
配
給
券
に
よ
る
食
糧
基
準
が
一
日
パ
ン
半
フ
ン
ト
、
そ
の
他
と
定
め
ら
れ
、
こ
の
基
準
が
す
べ
て

満
た
さ
れ
る
と
し
て
一
日
一
九
七
〇
カ
ロ
リ
ー
が
保
証
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
一
八
年
六
月
の
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
労
働
者
が
配
給

券
で
受
け
取
っ
た
の
は
七
一
四
カ
ロ
リ
ー
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
数
字
は
徐
々
に
低
減
し
、
二
〇
年
夏
以
後
ほ
と
ん
ど
至
る
所
で
飢
餓
配
給
さ
え
も

停
止
さ
れ
、
そ
の
極
限
状
態
が
一
二
／
二
二
年
飢
饒
で
あ
っ
た
。
住
民
一
人
当
た
り
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
は
一
二
年
＝
月
に
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ク
県
で
＝
一
〇
〇
、
サ
マ
ラ
県
で
一
一
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
に
低
下
し
た
。
本
稿
で
は
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換
の
背
後
に
あ
っ
た
、
レ
ー
ニ
ン
体
制
下
で

の
～
二
／
二
二
年
飢
饅
の
規
模
、
実
態
、
救
援
策
が
検
討
さ
れ
る
。

①
二
一
／
二
二
年
子
饅
に
関
し
て
、
梶
川
伸
一
欄
幻
想
の
革
命
一
十
月
革
命
か
ら

　
ネ
ッ
プ
へ
』
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
鈴
木
健
夫
門
ヴ
ォ
ル
ガ

　
河
に
鳴
り
響
く
弔
鐘
」
（
奥
田
彙
類
『
二
〇
世
紀
ロ
シ
ア
農
民
史
㎞
、
社
会
評
論
社
、

　
二
〇
〇
六
年
、
所
収
）
な
ど
、
三
〇
年
代
初
頭
の
磐
越
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
の
研

　
究
で
は
囚
。
エ
演
唱
9
日
訂
国
ロ
ロ
．
G
σ
畠
『
o
昌
。
鋼
μ
O
ω
N
点
O
Q
ω
口
肩
唱
鋤
門
Φ
掴
ミ
ぬ
℃
o
R
菖
勘
∩
凶
。
謁

　
幕
℃
雷
顕
§
竃
く
P
O
O
c
。
、
日
本
で
は
奥
田
央
が
噸
ヴ
ォ
ル
ガ
の
革
命
』
（
東
京
大

　
学
出
版
会
、
　
～
九
九
六
年
）
で
餓
鰹
の
実
態
を
圧
倒
的
質
感
で
描
い
て
い
る
。

②
∩
鍔
目
零
美
畠
｝
ρ
〉
μ
旨
ゲ
計
図
コ
。
α
聲
鋤
無
智
長
き
豪
罫
ζ
．
払
ゆ
刈
切
．

③
柴
養
田
身
亀
ヨ
”
『
9
δ
員
切
岨
Φ
℃
湯
臣
臭
g
q
α
Φ
翌
§
じ
d
6
醇
－
6
B
舅

　
畷
Φ
窟
α
＝
鵠
突
、
這
潔
．
O
P

④
門
田
憲
霧
Ψ
朝
．
門
。
∩
着
巷
富
Φ
貼
札
凶
需
曽
①
津
ぎ
自
ぴ
切
．
罫
豆
田
匿
m

　
ρ
ゆ
圏
ゐ
O
P
ω
円
’
竃
．
、
P
ま
P
∩
μ
ド

⑤
そ
の
詳
細
は
梶
川
伸
一
欄
幻
想
の
革
命
㎞
、
第
三
章
を
参
照
。

⑥
幕
ぞ
①
記
9
切
①
目
ズ
息
窪
鴛
ヨ
’
↓
蜀
O
虞
甲
眠
N
悼
。
。
ω
心
G
。
U
㎞
勺
。
∩
2
吊

　
興
＝
魯
門
。
∩
養
竜
∩
冒
Φ
臣
ぴ
轟
鋤
唱
×
菖
8
撰
ミ
嘗
臣
。
占
。
凝
薄
蚤
①
突
。
魯
§
ぎ
唱
§
ド

　
［
以
下
円
》
∩
類
邑
e
．
旨
、
○
鼻
ω
、
如
μ
禽
、
肖
ビ
こ
こ
で
示
し
た
ネ
ッ
プ
移
行
論

　
は
ロ
シ
ア
農
民
史
研
究
者
エ
シ
コ
ー
フ
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
た
（
葭
∩
藁
。
切
○
〉
．

　
℃
o
∩
§
智
ズ
摩
込
唱
窃
田
切
門
。
浮
H
¢
旨
白
蘭
し
弓
。
昌
℃
o
Q
＆
磐
題
①
℃
盃
田
ヨ
田
×

　
q
霞
二
心
臭
。
斗
閑
呂
津
寄
§
蕊
即
損
螢
匿
（
口
。
ζ
鋤
冨
で
同
日
ζ
員
窪
屑
唱
磐
田
。
【
o

　
畷
①
窟
8
窪
雷
Y
ζ
．
、
N
8
P
∩
P
㌣
ω
ひ
噛
）
。

⑦
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
聖
母
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
コ
ン
ド
ラ
ー
シ
ン
の
成
果

　
は
、
「
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
一
九
三
二
－
一
九
三
三
年
海
船
（
奥
国

　
央
編
、
前
掲
轡
所
収
）
、
「
一
九
ゴ
一
〇
年
代
初
め
の
ソ
連
に
お
け
る
飢
饅
発
生
の
メ

　
カ
ニ
ズ
ム
」
（
野
部
公
一
・
自
在
東
編
野
～
○
世
紀
ロ
シ
ア
の
農
民
世
界
㎞
、
日
本

　
経
済
評
論
社
、
二
〇
＝
一
年
、
所
収
）
を
参
照
。

⑧
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
梶
川
伸
一
噸
飢
餓
の
革
命
一
ロ
シ
ア
十
月
革
命
と
農

　
民
㎞
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
参
照
。

⑨
8
。
囁
藁
§
謹
・
ヨ
器
∩
釜
x
8
⑦
泪
窪
§
コ
。
∩
∩
亀
”
§
。
。
む
8
．
審

　
お
眠
．
○
ω
謡
山
M
導
0
8
員
。
需
図
∩
9
で
国
ミ
×
∩
H
p
↓
9
■
評
日
P
×
ぞ
霞
8
、
6
B
■

　
∩
メ
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⑩
α
。
き
霞
輿
。
ゆ
｝
鋒
貰
①
唱
留
目
這
日
￥
6
聲
ζ
く
這
§
O
出
9
0
月
自
呂
印

　
剛
W
ぴ
日
．
ド
×
四
で
自
6
切
、
榊
℃
P
ド
∩
い
N
「

⑪
二
鐸
し
d
月
忘
【
お
§
ω
霧
凶
9
瀞
禁
も
①
剴
∩
8
田
與
8
切
富
9
“
o
口
Φ
ゼ
♀

弼
聲
ρ
亘
6
c
。
ひ
．
o
旨
ご
鵠
竜
。
遅
。
⑩
×
8
鵠
8
。

馴
霞
勺
§
き
這
B
．
○
目
．

勺
O
〔
〔
§
ω
P
μ
O
P
日
弓
．
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第
一
章
飢
饅
の
規
模

第
一
節
　
ロ
シ
ア
農
業
の
慢
性
的
飢
鰹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
技
術
水
準
が
低
い
共
同
体
的
農
法
が
圧
倒
的
で
、
農
業
生
産
性
は
ア
フ
リ
カ
並
み
と
い
わ
れ
た
ロ
シ
ア
で
飢
鰹
は
慢
性
的
現
象
で
あ
っ
た
。

一
七
年
の
主
要
穀
物
の
総
収
穫
は
、
戦
前
に
比
べ
酷
い
水
準
で
は
な
か
っ
た
。
秋
蒔
と
春
蒔
併
せ
て
民
衆
の
主
食
と
な
る
ラ
イ
麦
の
総
収
穫
は

〇
九
～
；
一
年
平
均
一
一
億
四
一
七
〇
万
プ
ー
ド
［
一
プ
ー
ド
は
約
一
六
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
］
に
対
し
、
一
七
年
は
九
二
五
～
八
一
万
プ
ー
ド
（
戦

前
比
八
三
内
％
）
、
馬
鈴
薯
を
除
く
穀
物
総
収
穫
は
三
八
億
プ
ー
ド
で
、
こ
の
数
字
は
戦
前
よ
り
＝
二
・
四
％
低
い
程
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
②

は
不
断
に
低
減
し
た
。

　
確
か
に
農
業
条
件
が
不
利
な
ロ
シ
ア
は
過
去
に
も
二
戸
的
に
飢
謹
に
襲
わ
れ
た
。
二
一
年
末
の
第
九
回
全
ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
で
の
カ

リ
ー
ニ
ン
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
「
最
大
の
信
連
が
一
八
九
一
／
九
二
年
に
あ
っ
た
。
一
八
九
八
年
に
再
び
飢
饒
が
あ
り
、
次
い
で
、
｝
九
〇
八

年
と
再
度
＝
年
に
そ
れ
は
繰
り
返
さ
れ
た
。
わ
た
し
は
こ
の
二
〇
年
間
に
四
圓
の
飢
謹
を
数
え
た
。
こ
れ
が
住
民
に
異
常
に
大
き
な
損
害
を

出
し
公
主
の
県
を
襲
っ
た
四
大
飢
謹
で
あ
る
。
［
…
…
］
要
す
る
に
、
わ
れ
わ
れ
が
ロ
シ
ア
の
飢
饒
を
検
討
す
る
な
ら
、
ほ
ぼ
三
年
ご
と
に
多

少
な
り
と
も
普
通
の
、
五
年
ご
と
に
大
き
な
飢
饅
に
出
会
い
、
一
〇
年
ご
と
に
そ
の
破
壊
力
で
突
出
し
た
飢
饒
が
起
こ
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

こ
れ
は
年
ご
と
の
穀
物
収
量
の
大
き
な
変
動
を
意
味
し
、
＝
九
〇
一
か
ら
〇
七
年
間
の
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
の
収
穫
を
比
較
す

る
な
ら
、
イ
ギ
リ
ス
で
収
穫
率
は
九
四
か
ら
一
〇
七
％
、
フ
ラ
ン
ス
で
九
〇
か
ら
一
一
〇
％
の
変
動
で
あ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
で
は
三
三
か
ら
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

七
六
％
に
乱
高
下
し
た
」
と
さ
れ
る
。



　
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
共
和
国
で
馬
鈴
薯
を
除
く
穀
物
の
二
一
年
の
総
収
穫
は
一
〇
億
五
五
八
九
万
二
〇
〇
〇
プ
ー
ド
で
、
中
央
農

業
地
帯
を
中
心
に
大
き
な
旱
越
被
害
の
あ
っ
た
前
年
の
総
収
穫
一
三
億
一
四
〇
八
万
九
〇
〇
〇
プ
ー
ド
を
大
き
く
下
回
る
未
曾
有
の
大
凶
作
と

　
　
④

な
っ
た
。
だ
が
特
徴
的
な
こ
と
は
、
こ
の
縮
小
は
穀
物
生
産
地
方
で
よ
り
顕
著
で
あ
り
、
例
え
ば
、
十
月
政
変
か
ら
常
に
中
央
権
力
に
よ
る
調

達
対
象
と
な
り
、
そ
の
た
め
ア
ン
ト
ー
ノ
ブ
蜂
起
を
は
じ
め
と
す
る
農
民
運
動
が
吹
き
荒
れ
た
タ
ム
ボ
ブ
県
の
総
収
穫
は
、
〇
六
～
一
〇
年
の

平
均
六
〇
七
一
万
八
九
〇
〇
プ
ー
ド
が
、
一
七
年
に
四
三
四
五
万
六
六
三
五
、
二
〇
年
に
一
四
九
五
万
四
一
五
九
、
一
二
年
に
＝
七
五
万
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

四
四
一
プ
ー
ド
に
、
す
な
わ
ち
、
二
〇
％
以
下
に
激
減
し
た
。

第
二
節
　
広
汎
な
大
飢
饒
の
罹
災
地

ボリシェヴィキ権力とニー／二二年飢饒（梶川）

　
こ
れ
は
そ
の
時
ま
で
に
ロ
シ
ア
が
遭
遇
し
た
最
大
の
飢
鰹
で
あ
っ
た
。
一
一
　
年
で
農
村
住
民
　
人
当
た
り
純
収
穫
が
五
プ
ー
ド
以
下
［
通
常

一
人
当
た
り
の
食
糧
に
最
低
必
要
な
穀
物
量
は
一
八
プ
ー
ド
以
上
と
い
わ
れ
て
い
る
］
に
な
っ
た
の
は
＝
一
書
に
及
ん
だ
（
一
九
一
　
年
の
凶
作
年
で
六
県
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

〇
六
年
で
五
位
、
～
八
九
一
年
で
三
佐
以
下
）
。
餓
死
者
数
は
一
八
九
一
年
の
六
〇
〇
万
人
に
対
し
一
＝
年
に
一
八
○
○
万
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。

最
大
の
罹
災
地
の
一
つ
、
サ
マ
ラ
県
で
は
平
年
の
馬
鈴
薯
を
含
む
穀
物
総
収
穫
七
〇
〇
〇
万
プ
ー
ド
に
対
し
、
一
一
～
年
は
六
〇
〇
万
プ
ー
ド
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

下
し
か
な
く
、
過
去
最
悪
と
い
わ
れ
た
一
八
九
一
年
飢
饒
の
半
分
の
収
量
し
か
な
か
っ
た
。

　
そ
の
被
害
に
つ
い
て
サ
マ
ラ
県
を
課
題
に
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
地
方
が
当
時
か
ら
現
在
ま
で
も
特
に
強
調
さ
れ
、
～
＝
年
の
浮
貸
援
助
も
こ
の
地

方
に
集
中
さ
れ
た
。
だ
が
実
際
の
罹
災
地
は
広
汎
に
百
　
り
、
様
々
な
理
由
で
非
ロ
シ
ア
人
周
辺
地
域
が
際
だ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
ウ

フ
ァ
i
県
ベ
レ
ベ
イ
郡
か
ら
｝
＝
一
年
三
月
の
地
方
機
関
紙
は
、
「
毎
日
豊
饒
は
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
。
お
も
に
タ
タ
ー
ル
人
が
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ら
の
怠
惰
や
多
少
な
り
と
も
文
明
化
さ
れ
た
生
活
様
式
の
経
験
が
な
く
適
応
力
が
な
い
た
め
死
滅
し
つ
つ
あ
る
」
と
報
じ
た
。
二
二
年
五
月
現

在
で
、
全
住
民
に
対
す
る
飢
餓
民
の
比
率
が
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
（
括
弧
内
は
比
率
）
の
地
域
は
、
タ
タ
ー
ル
共
和
国
［
首
都
は
カ
ザ
ン
］
（
九

六
）
、
サ
マ
ラ
県
［
ロ
シ
ア
人
の
比
率
は
二
六
年
で
八
○
％
］
（
九
五
）
、
チ
ュ
ヴ
ァ
シ
州
［
カ
ザ
ン
西
方
、
同
じ
く
二
〇
％
］
（
九
二
）
、
マ
リ
州
［
そ
の
北
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⑨

方
、
同
じ
く
四
三
・
六
％
］
（
九
〇
）
、
カ
ル
ム
ィ
ク
州
［
ヴ
ォ
ル
ガ
河
口
右
岸
］
（
九
〇
）
の
地
域
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
非
ロ
シ
ア
民
族
地
域
の
多
く
で
救
援
活
動
は
大
幅
に
遅
れ
た
た
め
、
そ
こ
で
の
被
害
は
い
っ
そ
う
深
刻
に
な
っ
た
。
二
一
年
七
月
に

農
村
住
民
の
八
○
％
が
飢
え
、
樹
皮
な
ど
の
代
用
食
を
食
べ
、
浮
腫
が
出
は
じ
め
、
秋
蒔
き
は
三
〇
％
し
か
発
芽
せ
ず
、
「
収
穫
へ
の
期
待
を

失
い
、
飢
え
た
住
民
は
ラ
イ
麦
を
種
子
に
保
全
す
る
［
こ
と
な
く
］
餓
死
へ
と
自
分
の
運
命
を
委
ね
た
」
と
、
チ
ュ
ヴ
ァ
シ
州
執
行
委
議
長
は

　
　
⑩

伝
え
た
。
八
月
一
日
づ
け
で
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
執
行
委
議
長
か
ら
、
「
穀
物
の
不
作
と
完
全
な
凶
作
は
共
和
国
住
民
を
窮
地
に
陥
れ
、
特
に
ト

ゥ
ル
ガ
イ
、
イ
ル
ギ
ズ
、
テ
ミ
ル
、
ヂ
ャ
ム
ベ
イ
ト
郡
で
住
民
は
ハ
タ
リ
ス
、
ク
マ
ネ
ズ
ミ
、
道
端
に
倒
れ
た
動
物
の
皮
を
食
べ
て
い
る
。
多

く
の
餓
死
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
飢
饅
の
た
め
に
チ
フ
ス
や
コ
レ
ラ
の
伝
染
病
が
広
ま
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
資
力
の
乏
し
い
キ
ル
ギ
ス
住
民
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

も
っ
と
も
被
害
を
受
け
て
い
る
偏
と
、
中
央
か
ら
の
緊
急
援
助
が
要
請
さ
れ
た
。

　
も
っ
ぱ
ら
畜
産
に
従
事
す
る
三
〇
万
博
の
人
ロ
を
持
つ
カ
ル
ム
ィ
ク
州
は
一
〇
月
に
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。
「
革
命
の
開
始
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
止
む
こ
と
の
な
い
匪
賊
運
動
に
は
じ
ま
り
、
カ
ル
ム
ィ
ク
自
治
州
が
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
間
断
の
な
い
内
戦
の
結
果
、
豊
か
だ
っ
た
畜

産
の
九
〇
％
が
崩
壊
し
た
。
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
を
襲
っ
た
凶
作
と
早
越
は
、
カ
ル
ム
ィ
ク
自
治
州
に
も
穀
物
と
牧
草
の
完
全
な
絶
滅
を
も
た
ら
し

た
。
州
の
悲
惨
な
飢
饅
は
強
ま
り
、
州
食
糧
委
は
そ
の
倉
庫
に
子
供
用
に
確
保
し
て
い
る
数
量
プ
ー
ド
の
ほ
か
に
、
住
民
を
支
援
す
る
一
フ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ト
の
麦
粉
も
持
っ
て
い
な
い
。
［
…
…
］
目
撃
者
は
麦
粉
五
プ
ー
ド
と
交
換
に
わ
が
息
子
を
売
り
飛
ば
し
た
事
例
を
伝
え
て
い
る
」

　
中
央
政
府
か
ら
の
援
助
は
乏
し
く
、
冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
代
用
食
は
雪
に
埋
も
れ
、
状
況
は
悪
化
し
続
け
た
。
チ
ェ
ー
・
カ
i
情
報
は
一
一

月
の
タ
タ
ー
ル
共
和
国
に
つ
い
て
、
「
経
済
状
態
は
悪
化
し
て
い
る
。
人
口
の
七
〇
％
が
飢
餓
に
あ
る
」
と
伝
え
た
。
チ
ュ
ヴ
ァ
シ
州
で
「
食

糧
事
情
は
悪
化
す
る
一
方
。
援
助
が
な
い
。
品
品
が
原
因
の
病
気
が
増
え
て
い
る
。
医
薬
品
と
医
療
関
係
者
は
な
い
」
。
～
二
月
の
ウ
ラ
リ
ス

ク
県
に
つ
い
て
、
「
住
民
は
様
々
な
代
用
食
を
食
用
に
し
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
地
方
で
は
猫
と
犬
を
食
用
に
し
て
い
る
。
餓
死
の
ケ
ー
ス
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

あ
る
。
チ
フ
ス
の
伝
染
が
広
ま
っ
て
い
る
。
住
民
の
三
分
野
二
が
飢
え
て
い
る
」
と
報
じ
た
。
チ
ュ
ヴ
ァ
シ
州
で
は
飢
餓
民
の
一
〇
％
だ
け
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

援
助
を
受
け
、
二
二
年
三
月
ま
で
の
情
報
に
よ
れ
ば
餓
死
者
は
八
○
万
に
達
し
た
。
タ
タ
ー
ル
共
和
国
に
関
す
る
A
R
A
報
告
は
、
農
民
は
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「
夏
の
灼
熱
で
荒
廃
し
た
国
土
か
ら
で
き
る
だ
け
遠
く
へ
と
明
確
な
目
的
も
な
し
に
逃
げ
出
し
た
。
冬
の
到
来
ま
で
に
体
力
を
な
く
す
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

て
、
自
分
た
ち
の
墓
を
掘
る
こ
と
を
決
め
た
」
と
、
そ
の
絶
望
的
状
況
を
伝
え
た
。
家
畜
は
激
減
し
、
飢
饒
以
前
と
比
べ
て
同
共
和
国
の
家
畜

は
二
二
年
に
馬
は
二
五
・
○
％
、
牛
は
一
二
・
五
％
、
豚
に
至
っ
て
は
丁
五
％
し
か
残
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
老
い
も
若
き
も
自
分
で
黎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
牽
き
、
自
分
の
黎
を
持
た
な
い
者
は
手
鋤
で
耕
作
し
て
い
る
の
が
、
通
常
の
光
景
と
な
っ
た
。

　
一
＝
年
七
月
二
一
日
と
八
月
四
日
づ
け
ソ
ヴ
ェ
ト
中
央
執
行
委
政
令
は
、
一
、
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
、
一
一
、
ツ
ァ
ー
リ
ツ
イ
ン
、
三
、
サ
ラ
ト
フ

県
、
四
、
ド
イ
ツ
人
州
勤
労
コ
ミ
ュ
ー
ン
、
五
、
サ
マ
ラ
、
六
、
シ
ム
ビ
リ
ス
ク
県
、
七
、
タ
タ
ー
ル
共
和
国
、
八
、
チ
ュ
ヴ
ァ
シ
州
、
九
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
ト
ン

ウ
フ
ァ
i
県
ベ
レ
ベ
イ
と
ビ
ル
ス
ク
郡
、
一
〇
、
マ
リ
州
セ
ル
ヌ
ル
と
ク
ラ
ス
ノ
コ
ク
シ
ャ
イ
ス
ク
郡
、
＝
、
ヴ
ャ
ト
カ
県
ヤ
ラ
ン
ス
ク
、

ウ
ル
ジ
ュ
ー
ム
、
ソ
ヴ
ェ
ト
ス
ク
、
マ
ル
ム
ィ
ジ
郡
の
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
（
一
か
ら
八
の
地
域
）
と
ウ
ラ
ル
地
方
を
凶
作
地
域
に
認
定
し
た
。
だ
が
、

そ
の
地
域
は
徐
々
に
広
が
り
、
最
終
的
に
二
｝
年
＝
一
月
目
で
に
、
バ
シ
キ
リ
ア
自
治
共
和
国
［
ウ
フ
ァ
ー
南
方
］
、
ヴ
ォ
チ
ャ
ー
ク
州
［
ヴ
ャ

ト
心
持
東
南
］
、
ヴ
ャ
ト
カ
県
全
域
、
カ
ル
ム
ィ
ク
州
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
、
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和
国
、
マ
リ
州
、
ペ
ル
ミ
県
（
オ
ハ
ン
ス
ク
、
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

サ
郡
）
、
ウ
フ
ァ
ー
全
県
、
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
県
が
そ
れ
に
加
わ
っ
た
。

　
被
害
規
模
に
つ
い
て
、
一
＝
年
　
○
月
の
ボ
ム
ゴ
ル
中
央
特
別
委
員
会
［
こ
の
組
織
に
つ
い
て
は
後
述
］
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
を
含
め

た
ロ
シ
ア
共
和
国
全
体
で
総
播
種
面
積
の
四
〇
％
に
当
た
る
｝
＝
○
○
万
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
コ
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
は
約
一
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
｝
以
上
と

住
民
約
三
六
〇
〇
万
人
の
罹
災
が
指
摘
さ
れ
、
第
九
回
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
の
報
告
に
よ
れ
ば
二
一
年
末
ま
で
に
ロ
シ
ア
共
和
国
で
公
式
に
二
二
〇

〇
万
人
が
飢
餓
民
に
認
定
さ
れ
、
最
終
的
な
数
字
で
は
三
七
六
二
万
一
〇
〇
〇
人
の
人
口
を
持
つ
～
八
の
県
、
州
、
共
和
国
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

県
が
被
災
し
、
そ
れ
は
人
口
の
約
三
〇
％
に
及
ん
だ
と
さ
れ
る
。

第
三
節
　
困
難
な
被
害
の
確
定

こ
れ
が
当
時
の
公
式
の
数
字
で
あ
る
が
、
ネ
ッ
プ
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
ポ
リ
ャ
コ
ー
フ
は
、
文
献
に
よ
り
二
二
〇
〇
万
か
ら
三
七
〇
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○
万
人
ま
で
こ
の
数
字
が
大
き
く
異
な
る
の
は
、
罹
災
者
数
の
確
定
に
様
々
な
基
準
が
用
い
ら
れ
、
様
々
な
文
献
で
時
期
が
異
な
る
資
料
が
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

い
ら
れ
た
た
め
と
説
明
す
る
だ
け
で
、
自
身
は
こ
の
数
字
を
特
定
し
な
か
っ
た
。
だ
が
、
元
々
こ
の
数
字
は
飢
鰹
認
定
地
域
の
人
口
の
総
和
で

あ
り
、
飢
餓
民
の
実
数
を
反
映
せ
ず
、
ヴ
ォ
ロ
ネ
ジ
県
の
よ
う
に
飢
鰹
地
域
に
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
地
方
か
ら
も
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
を
含
め
た
飢

饒
の
事
実
が
報
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
実
際
の
飢
謹
は
非
認
定
地
域
に
も
及
び
、
そ
の
罹
災
規
模
の
特
定
は
非
常
に
困
難
な
作
業
で
あ
る
と
い
え

　
⑳

よ
う
。

　
さ
ら
に
、
飢
饒
地
域
の
認
定
は
き
わ
め
て
作
為
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
。
㏄
＝
年
八
月
に
飢
餓
民
救
済
の
た
め
に
ロ

シ
ア
政
府
と
合
衆
国
商
務
長
官
フ
ー
ヴ
ァ
ー
を
長
と
す
る
A
R
A
と
の
問
で
行
わ
れ
た
り
ガ
交
渉
で
、
そ
こ
は
相
対
的
に
豊
作
で
あ
る
と
の
理

由
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
援
助
対
象
地
域
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
。
飢
饒
に
晒
さ
れ
た
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
う
ち
ア
ク
モ
リ
ン
ス
ク
と
セ
ミ
パ
ラ
チ

ン
ス
ク
両
県
は
、
中
央
ロ
シ
ア
の
た
め
の
穀
物
調
達
の
対
象
に
な
っ
た
た
め
飢
饅
地
域
に
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
シ
ベ
リ
ア
と
並
ん
で
主
要
な
穀
物
調
達
地
域
に
設
定
さ
れ
た
た
め
、
そ
こ
で
の
夏
霞
は
隠
蔽
さ
れ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
総
人
ロ
の
三
六
％
を

占
め
る
ス
テ
ッ
プ
諸
県
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
）
、
ザ
ポ
ロ
ジ
エ
、
ド
ネ
ツ
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
、
オ
デ
ッ
サ
、
エ
カ
チ
ェ
リ
ノ
ス
ラ
フ
県
が
飢
鰹
地
域

に
認
定
さ
れ
た
の
は
、
現
物
税
徴
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
基
本
的
に
終
了
し
た
二
二
年
一
月
一
日
で
あ
っ
た
。
ニ
ニ
年
八
月
に
出
さ
れ
た
A
R
A

報
告
書
は
、
「
地
区
自
体
が
難
事
で
あ
る
と
判
明
す
る
ま
で
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
に
引
き
渡
す
た
め
割
当
徴
発
が
実
施
さ
れ
た
」
こ
と
が
ニ
コ
ラ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

フ
県
の
惨
状
を
招
い
た
と
、
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
を
非
難
し
た
。
後
の
飢
謹
に
関
す
る
公
式
報
告
書
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
体
で
～
＝
年
の
主
要
穀
物

の
総
収
穫
は
平
年
（
一
六
年
）
の
三
〇
％
し
か
な
く
、
オ
デ
ッ
サ
は
一
六
・
五
、
ド
ネ
ツ
ク
は
一
二
・
三
、
エ
カ
チ
ェ
リ
ノ
ス
ラ
フ
は
五
二
、
ザ

ポ
ロ
ジ
エ
は
五
・
一
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
県
は
三
・
九
％
の
壊
滅
的
収
穫
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
現
物
税
は
徹
底
的
に
徴
収
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

た
こ
と
は
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
沁
沁
地
域
の
認
定
は
き
わ
め
て
政
治
的
理
由
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
た
。

　
要
す
る
に
、
飢
謹
罹
災
地
域
と
罹
災
者
数
を
特
定
で
き
る
資
料
を
わ
れ
わ
れ
は
持
っ
て
い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
中
央
統
計
管
理
局

の
資
料
に
よ
れ
ば
、
二
一
／
二
二
年
に
五
〇
五
万
三
〇
〇
〇
人
が
餓
死
し
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
信
用
で
き
な
い
数
字
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
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赤
十
字
ロ
シ
ア
支
部
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
二
一
年
で
す
で
に
餓
死
者
は
一
八
○
○
万
人
に
達
し
て
い
た
。
A
R
A
の
現
地
調
査
は
一
様
に
、
交

通
が
不
便
な
奥
地
の
統
計
資
料
は
ま
っ
た
く
信
葱
性
が
な
い
と
指
摘
す
る
。
調
査
官
と
し
て
A
R
A
に
帯
同
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
地
を
視
察
し
て
、
「
当
局
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
統
計
資
料
は
ほ
と
ん
ど
完
全
に
信
頼
で
き
な
い
」
と
報
告
し
た
。
A
R

A
資
料
に
よ
れ
ば
、
二
二
年
五
月
で
ロ
シ
ア
共
和
国
の
飢
餓
艮
は
三
二
六
九
万
　
○
○
○
人
、
そ
れ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
九
六
六
万
五
〇
〇
〇
人

を
加
え
て
、
飢
餓
民
の
合
計
は
四
二
三
五
万
口
〇
〇
〇
人
に
達
し
、
そ
れ
は
飢
饒
地
方
の
人
口
の
五
六
％
を
占
め
た
。
だ
が
、
A
R
A
は
す
べ

て
の
飢
謹
地
域
を
担
当
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
二
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
発
行
さ
れ
た
文
献
は
、
飢
餓
民
は
一

八
九
一
年
の
凶
作
諸
県
で
一
七
〇
〇
万
人
、
〇
六
年
に
二
一
〇
〇
万
人
、
＝
年
に
二
七
〇
〇
万
人
を
数
え
た
が
、
二
一
年
に
は
二
七
県
で
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

三
〇
〇
万
人
が
罹
災
し
た
と
の
数
掌
を
挙
げ
て
い
る
。

第
四
節
大
飢
鰹
の
期
間

　
次
に
、
こ
の
飢
饒
は
い
つ
は
じ
ま
っ
た
の
か
の
問
題
が
あ
る
。
一
七
年
夏
に
モ
ス
ク
ワ
に
隣
接
す
る
カ
ル
ー
が
県
で
「
子
供
が
大
量
に
餓
死

し
、
成
人
も
餓
死
し
て
い
る
」
、
リ
ャ
ザ
ニ
県
に
「
本
物
の
飢
餓
が
訪
れ
た
」
と
報
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
農
民
と
家
畜
の
動
員
や
封
鎖
経
済
な

ど
の
戦
時
経
済
に
よ
る
農
業
生
産
の
低
落
、
配
給
制
度
の
不
備
な
ど
に
起
因
す
る
大
戦
か
ら
の
飢
餓
状
態
が
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
蜂
起
以
後
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
に
強
ま
り
、
ソ
ヴ
ェ
ト
聾
ロ
シ
ア
は
慢
性
的
飢
餓
状
態
に
晒
さ
れ
た
。
あ
る
意
味
で
こ
の
大
信
謹
は
そ
の
延
長
に
あ
る
が
、
レ
ー
ニ
ン
体
制

下
で
こ
れ
ら
に
人
為
的
要
因
が
加
わ
っ
た
。
一
八
年
一
一
一
月
目
第
二
回
全
ロ
シ
ア
国
民
経
済
会
議
大
会
で
、
最
高
国
民
経
済
会
議
議
長
ル
ィ

コ
ー
フ
は
、
「
食
糧
の
不
足
だ
け
で
な
く
、
戦
争
と
対
外
情
勢
の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
飢
餓
に
、
わ
れ
わ
れ
が
配
送
す
べ
き
物
資
を
消
費
者
に

配
送
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
人
為
的
飢
餓
が
合
わ
さ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
」
と
す
で
に
指
摘
す
る
が
、
本
稿
で
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

れ
と
は
一
線
を
画
す
る
大
飢
謹
を
検
討
す
る
。

　
固
有
の
現
象
と
し
て
二
一
／
二
二
年
飢
鰹
を
検
討
す
る
際
に
、
そ
の
開
始
を
二
一
年
の
凶
作
と
す
る
見
解
に
も
同
意
で
き
な
い
。
「
二
〇
年
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は
サ
マ
ラ
県
に
と
っ
て
明
白
な
飢
謹
年
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
ア
メ
リ
カ
赤
十
字
ロ
シ
ア
支
部
の
論
集
も
県
コ
ム
ボ
ム
ゴ
ル
［
後

述
嗣
報
告
も
同
様
に
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
は
ほ
か
の
地
方
に
も
該
当
し
、
ロ
シ
ア
全
土
に
広
が
っ
て
い
た
二
〇
年
の
凶
作
が
翌
年
の
大
郷
饅
の

直
接
の
引
き
金
と
見
な
す
の
が
妥
当
と
思
え
る
。
カ
リ
ー
ニ
ン
が
第
九
回
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
で
「
二
〇
年
は
叢
叢
に
対
す
る
直
接
的
警
告
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
」
と
明
歯
し
た
よ
う
に
、
二
〇
年
秋
か
ら
翌
年
の
大
飢
謹
は
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
予
想
さ
れ
た
飢
饒
で
あ
り
、
予
防
が

一
定
可
能
な
飢
鰹
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
こ
の
終
期
は
い
っ
か
。
「
新
収
穫
の
刈
取
り
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伴
い
、
飢
饒
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尖
鋭
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停
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し
た
」
と
の
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挙
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、
中
央
援
助
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ス
レ
ゴ
　
ロ
ダ
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ボ
ム
ゴ
ル
中
央
特
別
委
の
清
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飢
饅
後
遺
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の
回
復
を
目
的
と
す
る
ボ
ス
レ
ゴ
ロ
ダ
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
と
の
一
一
二
年
九
月
七

日
づ
け
党
政
治
局
決
定
を
受
け
、
同
日
の
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
幹
部
会
政
令
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ボ
ム
ゴ
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中
央
特
別
委
の
活
動
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一
〇
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一
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停

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
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ボ
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⑳
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第
一
節
　
皐
越
が
は
じ
ま
る

　
サ
マ
ラ
県
の
報
告
書
で
、
戦
前
は
「
不
作
は
平
均
し
て
七
年
ご
と
に
発
生
し
た
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
農
民
は
収
穫
間
近
に
な
っ
て
も
慢

性
的
凶
作
に
慣
れ
、
事
態
を
深
刻
視
せ
ず
、
そ
れ
は
現
実
の
被
害
を
大
き
く
し
た
。
二
〇
年
七
月
に
カ
ル
ー
が
県
コ
ゼ
リ
ス
ク
郡
か
ら
、
「
現

在
あ
ら
ゆ
る
代
用
食
、
雑
草
、
団
栗
な
ど
を
食
べ
」
餓
死
も
記
録
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
た
よ
う
に
、
二
〇
年
夏
に
中
央
農
業
地
帯
は
早
越
に
よ

る
厳
し
い
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
。
九
月
二
一
日
の
人
民
委
員
会
議
［
閣
僚
会
議
］
は
、
リ
ャ
ザ
ニ
、
カ
ル
ー
ガ
、
ト
ゥ
ー
ラ
、
ブ
リ
ャ
ン
ス
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

オ
リ
ョ
ー
ル
県
を
凶
作
県
に
認
定
し
、
そ
こ
の
実
地
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
ツ
ァ
ー
リ
ツ
イ
ン
県
が
加
わ
っ
た
。
だ
が
、
実
際
に
食
糧
人
民
委

員
部
［
食
糧
関
係
省
］
の
凶
作
援
助
指
令
に
よ
れ
ば
、
二
～
年
二
月
に
そ
の
対
象
者
は
三
一
三
万
化
○
○
○
人
を
数
え
た
が
、
国
家
か
ら
の
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

助
は
こ
れ
ら
地
域
で
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
ず
、
原
則
と
し
て
県
内
食
糧
資
源
の
再
配
分
が
そ
の
措
置
と
な
っ
た
。

　
二
〇
年
の
旱
越
に
よ
り
凶
作
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
事
実
は
、
筆
者
が
確
認
し
た
だ
け
で
も
、
西
部
ス
モ
レ
ン
ス
ク
県
か
ら
東
部
ペ
ル
ミ
県
に

至
る
、
タ
ム
ボ
ブ
、
ヴ
ラ
ヂ
ー
ミ
ル
、
モ
ス
ク
ワ
、
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ォ
日
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
ク
県
な
ど
多
数
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
シ
ベ
リ
ア
の
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ム
ス
ク
県
ノ
ヴ
ォ
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
郡
の
郷
で
旱
魑
と
バ
ッ
タ
に
よ
っ
て
二
〇
年
収
穫
の
大
部
分
が
全
滅
し
た
。
タ
ム
ボ
ブ
県
の
事
情
は
県
執

行
委
に
よ
っ
て
、
二
〇
年
「
夏
の
気
象
条
件
は
穀
物
の
収
穫
に
ま
っ
た
く
不
利
に
作
用
し
た
。
五
月
か
ら
秋
蒔
き
の
刈
り
入
れ
ま
で
、
県
内
で

激
し
い
風
雪
が
続
き
、
ほ
ん
の
時
折
わ
ず
か
な
雨
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
秋
蒔
き
の
刈
り
入
れ
後
に
旱
越
は
い
っ
そ
う
激
し
さ
を
増
し
た
」

　
　
　
　
　
④

と
報
告
さ
れ
た
。
す
で
に
ロ
シ
ア
全
土
の
至
る
所
で
凶
作
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
来
春
の
播
種
拡
大
へ
の
措
置
が
検
討
さ
れ
た
だ
け
で
、
凶
作

認
定
県
以
外
の
こ
れ
ら
多
数
の
罹
災
の
事
実
は
党
中
央
で
は
完
全
に
無
視
さ
れ
、
そ
の
要
因
と
し
て
地
方
活
動
家
か
ら
挙
げ
ら
れ
た
割
当
徴
発
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⑤

の
廃
止
は
、
中
央
機
関
で
ま
っ
た
く
議
論
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。

　
二
一
年
の
妙
手
地
域
は
、
二
〇
／
二
一
年
度
［
累
月
一
日
か
ら
は
じ
ま
る
年
度
］
の
割
当
徴
発
で
｝
○
○
○
万
プ
ー
ド
以
上
の
割
当
徴
発
が
課

せ
ら
れ
た
以
下
の
突
撃
県
と
多
く
が
重
な
っ
て
い
る
（
括
弧
内
は
割
当
量
　
プ
ー
ド
）
。
ウ
フ
ァ
i
（
一
六
八
○
万
）
、
サ
ラ
ト
フ
（
｝
四
五
〇
万
）
、

サ
マ
ラ
（
～
四
〇
一
万
六
〇
〇
〇
）
、
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
（
一
一
七
七
万
六
〇
〇
〇
）
、
タ
ム
ボ
ブ
（
＝
五
〇
万
）
、
ヴ
ャ
ト
カ
（
一
〇
七
五
万
）
、
チ
ェ

リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
（
一
〇
二
二
万
三
〇
〇
〇
）
、
エ
カ
チ
ェ
リ
ン
ブ
ル
グ
（
～
○
○
○
万
）
、
タ
タ
ー
ル
共
和
国
（
一
〇
〇
〇
万
）
が
こ
れ
で
あ
る
。
消

費
諸
県
一
〇
県
の
割
当
量
の
合
計
は
一
五
八
六
万
プ
ー
ド
、
遂
行
率
は
二
〇
年
一
二
月
一
〇
日
に
九
　
・
二
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
突
撃
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

県
の
遂
行
率
は
五
二
・
七
％
し
か
な
く
、
こ
れ
ら
諸
県
の
食
糧
資
源
は
す
で
に
枯
渇
し
、
異
常
気
象
が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。

　
サ
マ
ラ
県
で
も
皐
魅
の
兆
候
は
す
で
に
二
〇
年
夏
に
認
め
ら
れ
、
県
全
体
で
こ
の
時
か
ら
～
年
聞
の
降
水
量
は
平
年
の
半
分
し
か
な
か
っ
た
。

秋
の
降
水
は
特
に
県
北
部
で
異
常
に
少
な
く
、
ス
タ
ヴ
ロ
ポ
リ
郡
で
は
平
年
の
一
四
％
以
下
と
な
っ
た
。
積
雪
は
少
な
く
、
二
一
年
の
春
が
近

づ
く
と
と
も
に
太
陽
は
容
赦
な
く
照
り
つ
け
、
こ
う
し
て
、
異
常
に
早
い
春
の
訪
れ
と
と
も
に
北
部
郡
か
ら
、
秋
蒔
き
穀
物
が
ま
ず
枯
れ
て
い

る
と
の
情
報
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
月
を
待
た
ず
し
て
雪
は
完
全
に
消
え
た
。

　
同
県
で
の
異
常
気
象
は
次
の
よ
う
な
公
式
の
数
字
に
現
れ
た
。
過
去
二
三
年
間
に
四
～
六
月
の
三
ヶ
月
間
の
平
均
降
水
量
は
約
一
〇
六
ミ
リ

で
あ
っ
た
が
、
一
＝
年
は
七
ミ
リ
し
か
な
か
っ
た
。
こ
の
一
七
年
間
（
一
九
〇
三
～
一
δ
年
）
の
平
均
気
温
は
四
月
に
六
・
四
、
五
月
に
＝
ハ
・
三
、

六
月
に
二
三
・
八
度
で
あ
っ
た
が
、
～
＝
年
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
・
五
、
二
五
・
0
、
三
マ
三
度
で
あ
っ
た
。
夏
ま
で
全
県
で
ほ
と
ん
ど
一
滴
の
雨

も
降
ら
な
か
っ
た
。
五
月
半
ば
で
ラ
イ
麦
は
四
〇
セ
ン
チ
以
下
で
生
育
が
止
ま
り
、
出
穂
し
は
じ
め
た
。
通
常
よ
り
二
週
間
早
く
実
を
つ
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

結
果
、
平
年
作
よ
り
ラ
イ
麦
の
収
穫
は
激
減
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
旱
魅
続
き
の
県
に
穀
物
は
ま
っ
た
く
残
さ
れ
ず
、
二
一
年
春
を
待
た
ず

に
こ
の
一
年
間
で
協
同
組
合
の
家
畜
頭
数
は
三
四
六
五
万
三
三
〇
頭
か
ら
二
九
三
万
六
八
一
二
頭
に
激
減
し
、
数
の
減
少
に
加
え
て
家
畜
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

年
々
小
さ
く
し
か
肥
育
し
な
く
な
っ
た
。
割
当
徴
発
、
そ
の
他
の
課
税
、
勤
労
賦
課
な
ど
の
過
重
な
苛
敏
諒
求
に
よ
り
零
落
し
た
農
民
は
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
こ
れ
に
耐
え
る
力
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
五
月
二
五
日
の
プ
ガ
チ
ョ
フ
郡
執
行
芋
幹
部
会
会
議
は
、
餓
死
者
が
出
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
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こ
れ
に
類
し
た
畢
越
は
多
く
の
地
方
で
認
め
ら
れ
た
。
ウ
ラ
ル
地
方
に
あ
る
ヴ
ャ
ト
カ
県
で
二
一
年
春
か
ら
三
ヶ
月
間
は
雨
が
降
ら
ず
、
四

月
の
降
水
量
は
例
年
の
一
〇
％
で
、
異
常
な
旱
越
に
加
え
、
台
風
と
降
霜
は
住
民
が
待
望
し
て
い
た
収
穫
を
全
滅
さ
せ
た
。
凶
作
地
方
で
は
、

春
蒔
き
穀
物
は
花
を
つ
け
た
ま
ま
急
ぎ
刈
り
取
ら
れ
、
さ
ら
に
収
穫
を
引
き
下
げ
た
。
タ
ム
ボ
ブ
県
で
は
時
折
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
雨
が
降
る
以

外
は
、
五
月
か
ら
秋
蒔
き
穀
物
の
刈
入
れ
ま
で
厳
し
い
早
魑
が
続
い
た
。
キ
ル
サ
ノ
ブ
郡
で
五
月
下
旬
に
は
も
う
ラ
イ
麦
が
出
穂
し
開
花
し
は

じ
め
、
い
く
つ
か
の
地
方
で
は
秋
蒔
き
穀
物
が
燃
え
上
が
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
六
月
七
日
に
　
○
分
ほ
ど
雨
が
降
っ
た
も
の
の
水
分
は
地
中
に

浸
透
す
る
前
に
蒸
発
し
、
そ
こ
で
の
収
穫
は
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
当
た
り
五
か
ら
＝
ニ
プ
ー
ド
し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
県
は
サ
マ
ラ
と
同
様
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

昨
年
に
続
く
皐
魑
被
害
で
あ
っ
た
。
多
く
の
地
方
が
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
皐
越
は
収
穫
に
大
打
撃
を
与
え
、
サ
マ
ラ
県
の
一
一
一
年
の
平
均
収
穫
は
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
当
た
り
ニ
プ
ー
ド
［
平
年
の
二
〇
か
ら
三

〇
分
の
一
］
し
か
も
た
ら
さ
ず
、
そ
れ
は
一
、
二
ヶ
月
で
食
い
尽
く
さ
れ
た
。
旱
魅
の
影
響
を
受
け
た
小
麦
は
一
八
年
（
括
弧
内
）
と
比
べ
て
そ

の
劣
化
は
著
し
か
っ
た
。
丈
四
〇
・
三
セ
ン
チ
（
七
五
セ
ン
チ
）
、
穂
の
長
さ
六
・
ニ
セ
ン
チ
（
八
よ
セ
ン
チ
）
、
穂
の
穀
粒
数
＝
一
・
五
粒
（
二
一
・

八
粒
）
、
一
〇
〇
〇
粒
の
重
さ
～
八
二
エ
バ
グ
ラ
ム
（
二
九
・
九
国
グ
ラ
ム
）
し
か
な
く
、
穀
物
の
成
長
に
充
分
な
養
分
を
吸
収
で
き
ず
、
六
月
下

旬
の
午
後
一
時
で
気
温
三
六
度
、
湿
度
＝
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
猛
暑
が
災
厄
を
完
全
な
も
の
に
し
た
。
穀
物
は
早
す
ぎ
て
熟
し
、
萎
れ
た
。

県
執
行
委
議
長
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
八
月
で
す
で
に
飢
餓
民
は
約
二
八
○
万
の
県
人
口
の
う
ち
六
〇
万
人
を
占
め
、
一
一
～
年
末
に
そ
の
数
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

八
○
万
人
に
達
し
、
彼
ら
は
代
用
食
さ
え
も
す
で
に
食
い
尽
く
し
た
。
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第
二
節
飢
懇
の
実
状

　
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
の
シ
ム
ビ
ル
ス
ク
県
を
訪
れ
た
A
R
A
活
動
家
は
そ
こ
の
風
景
を
次
の
よ
う
に
描
い
た
。
生
命
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
な
ら
、

そ
の
村
は
ま
だ
飢
え
て
い
な
い
証
拠
で
あ
る
。
「
村
の
通
り
に
馬
も
犬
も
見
ら
れ
ず
、
藁
葺
き
の
ほ
と
ん
ど
が
屋
根
か
ら
抜
か
れ
て
い
た
り
、

出
会
う
人
々
が
生
き
た
人
間
と
い
う
よ
り
骸
骨
の
よ
う
で
あ
っ
た
り
し
て
も
、
そ
の
村
は
飢
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
栄
養
失
調
の
村
で
し
か
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⑫

な
い
」
。
「
墓
地
の
よ
う
な
静
寂
、
砂
漠
の
よ
う
な
死
、
こ
れ
が
飢
謹
の
村
で
あ
る
」

　
韓
紅
の
実
状
に
関
し
て
様
々
な
報
告
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
で
も
っ
と
も
膚
力
な
情
報
源
が
、
地
方
チ
ェ
ー
・
カ
ー
の
臆
説
に
関

す
る
定
期
報
告
で
あ
り
、
こ
れ
ら
極
秘
扱
い
の
情
報
は
凄
惨
と
無
力
感
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
二
一
年
一
〇
延
分
か
ら
の
抜
粋
で

あ
る
。
「
エ
カ
チ
ェ
リ
ン
ブ
ル
グ
県
。
食
糧
不
足
の
た
め
に
孤
児
院
で
壊
血
病
が
広
ま
り
、
子
供
の
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る
」
。
「
チ
ュ
ヴ
ァ
シ

州
。
食
糧
事
情
は
き
わ
め
て
悪
く
、
農
民
は
中
央
か
ら
の
援
助
を
当
て
に
し
て
い
る
が
、
当
面
は
な
い
」
。
「
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
県
。
オ
レ
ン
ブ
ル

グ
に
三
六
〇
〇
人
の
飢
餓
民
が
群
れ
を
な
し
て
い
る
。
避
難
民
の
中
で
チ
フ
ス
が
狽
心
し
て
い
る
。
県
保
健
部
は
死
人
を
処
理
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
市
内
に
は
ま
だ
処
理
さ
れ
て
い
な
い
一
五
〇
人
の
死
体
が
残
っ
て
い
る
」
。
「
サ
マ
ラ
県
。
飢
鰹
地
方
か
ら
の
移
住
民
が
全
県
に
伝
染

病
を
広
め
て
い
る
」
。
「
タ
タ
ー
ル
共
和
国
。
住
民
は
代
用
食
を
摂
っ
て
い
る
。
ア
ル
ス
ク
郡
で
二
〇
五
件
の
餓
死
が
記
録
さ
れ
た
」
。
＝
二
万

五
＝
ハ
人
の
人
口
を
数
え
る
タ
タ
ー
ル
共
和
国
ス
ヴ
ィ
ヤ
ジ
ス
ク
郡
か
ら
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
飢
餓
民
は
＝
一
万
四
六
二
七
人
、
栄
養
失
調
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
万
＝
ハ
一
一
人
、
餓
死
者
は
八
人
で
あ
っ
た
［
数
字
は
マ
マ
］
。
メ
ン
ゼ
リ
ン
ス
ク
郡
で
一
八
件
の
餓
死
が
あ
っ
た
。

　
村
ご
と
の
移
住
が
増
え
る
に
伴
い
急
増
し
た
捨
て
子
や
、
飢
饒
地
域
か
ら
疎
開
し
た
大
勢
の
子
供
が
収
容
さ
れ
る
孤
児
院
の
環
境
は
最
悪
で

あ
っ
た
。
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
市
［
キ
ル
共
和
国
の
首
都
］
の
孤
児
院
で
、
下
着
、
燃
料
、
食
糧
が
な
い
た
め
一
日
一
五
〇
か
ら
二
〇
〇
人
が
死
亡
し
、

そ
の
管
理
責
任
者
は
職
務
怠
慢
の
廉
で
チ
ェ
i
・
カ
ー
に
逮
捕
さ
れ
た
。
約
一
七
〇
〇
人
の
子
供
を
受
け
入
れ
た
ブ
リ
ャ
ン
ス
ク
県
に
は
「
疎

開
し
た
子
供
の
た
め
の
建
物
に
設
備
は
な
く
、
食
糧
も
衣
類
も
履
物
も
な
い
一
。
一
二
月
に
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
県
ト
ロ
イ
ツ
ク
郡
で
「
食
糧

が
な
い
た
め
に
孤
児
院
が
閉
鎖
さ
れ
、
二
七
〇
八
人
の
子
供
は
見
殺
し
に
さ
れ
た
。
孤
児
院
で
の
死
亡
率
は
六
〇
％
に
達
し
て
い
る
」
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

以
後
飢
謹
の
深
ま
り
と
と
も
に
状
況
は
さ
ら
に
悲
劇
的
に
な
る
が
、
累
々
と
続
く
惨
状
の
こ
れ
以
上
の
引
用
は
無
用
で
あ
ろ
う
。

第
三
節
伝
染
病
の
狸
撒

民
衆
を
死
に
追
い
や
っ
た
の
は
飢
え
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
飢
鯉
は
つ
ね
に
伝
染
病
を
伴
い
、
膨
大
な
犠
牲
者
を
残
し
た
。
～
七
年
に
食
糧
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危
機
が
は
じ
ま
る
と
と
も
に
伝
染
病
の
流
行
も
は
じ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
も
っ
と
も
多
く
が
罹
患
し
た
の
は
チ
フ
ス
で
あ
っ
た
。
劣
悪
な
衛
生

状
態
に
栄
養
失
調
が
加
わ
り
、
そ
の
狽
獄
は
各
地
で
認
め
ら
れ
た
。
リ
ャ
ザ
ニ
県
カ
シ
モ
フ
郡
で
「
八
年
五
月
に
、
多
く
の
家
族
は
暗
く
狭
い

家
屋
に
居
住
し
、
何
ヶ
月
間
も
パ
ン
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
食
糧
を
ま
っ
た
く
受
け
取
ら
ず
、
工
場
労
働
者
の
間
で
「
栄
養
失
調
の
た
め
に
チ

フ
ス
の
流
行
が
は
じ
ま
っ
た
」
。
マ
ロ
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
ェ
ツ
郡
で
も
栄
養
失
調
の
た
め
に
、
伝
染
病
の
罹
病
が
尖
鋭
化
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

通
常
は
夏
季
に
流
行
す
る
伝
染
病
が
、
ロ
シ
ア
で
は
狭
く
不
衛
生
な
家
に
暖
を
求
め
て
一
家
が
集
う
冬
に
特
に
流
行
し
た
。

　
内
戦
が
多
数
の
難
民
の
移
動
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
飢
饒
地
方
で
は
農
民
は
群
れ
を
な
し
て
（
時
に
は
村
丸
ご
と
が
）
故
郷
を
捨
て
食
糧
を
求
め

て
各
地
を
彷
復
し
、
サ
マ
ラ
県
ボ
ク
ロ
フ
ス
ク
市
の
人
口
は
流
入
す
る
避
難
民
の
た
め
に
三
倍
に
増
え
た
。
そ
の
た
め
、
一
八
年
八
月
に
オ
リ

ョ
ー
ル
県
執
行
委
が
担
ぎ
屋
と
コ
レ
ラ
と
の
闘
争
の
目
的
で
、
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
の
認
可
な
し
に
県
内
に
入
る
こ
と
を
禁
止
し
た
よ
う
に
、
多
く

の
地
方
当
周
は
県
や
市
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
た
。
こ
う
し
て
、
彼
ら
の
多
く
は
鉄
道
駅
や
埠
頭
で
足
止
め
さ
れ
、
そ
こ
に
は
自
然
発
生
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
難
民
キ
ャ
ン
プ
が
発
生
し
、
収
容
さ
れ
た
避
難
所
な
ど
で
余
儀
な
く
さ
れ
る
劣
悪
な
環
境
が
拡
大
を
い
っ
そ
う
強
め
た
。
一
八
年
に
は
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

中
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
ス
ペ
イ
ン
風
邪
も
大
流
行
し
、
ク
ル
ス
ク
県
チ
ム
郡
で
は
棺
桶
の
材
料
に
も
不
足
し
た
。

　
一
九
年
に
は
さ
ら
に
悪
化
し
、
サ
マ
ラ
県
ブ
グ
リ
マ
の
街
路
に
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
数
の
チ
フ
ス
患
者
が
横
た
わ
り
、
そ
の
よ
う
な
患
者

は
病
院
に
運
ば
れ
て
も
二
時
間
以
内
に
死
亡
し
た
。
「
発
疹
チ
フ
ス
が
サ
マ
ラ
市
だ
け
で
な
く
郡
部
で
も
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
。
薬
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

栄
養
は
悪
く
、
病
院
は
満
杯
に
な
っ
て
い
る
。
患
者
は
看
護
も
な
く
床
に
寝
か
さ
れ
て
い
る
」

　
二
〇
年
に
な
る
と
す
で
に
状
況
は
絶
望
的
に
な
る
。
春
の
党
中
央
委
へ
の
報
告
書
の
ご
く
断
章
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
ヴ
ャ
ト
カ
県

グ
ラ
ゾ
フ
で
「
再
び
チ
フ
ス
が
猛
威
を
振
る
い
は
じ
め
た
」
。
コ
ス
ト
ロ
マ
県
ブ
ー
イ
で
「
チ
フ
ス
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
。
酷
く
な
る
一

方
で
あ
る
」
。
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
県
ル
ィ
ス
コ
ヴ
ォ
・
プ
リ
ヴ
ォ
ヂ
ス
コ
エ
で
「
チ
フ
ス
が
酷
く
流
行
し
、
大
勢
が
死
ん
で
い
る
」
。
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ

ド
で
「
医
者
は
い
な
い
。
［
…
…
］
チ
フ
ス
は
徐
々
に
広
が
り
、
至
る
所
が
汚
物
と
病
原
菌
に
あ
ふ
れ
て
い
る
」
。
「
オ
ム
ス
ク
だ
け
で
チ
フ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
よ
り
一
万
五
〇
〇
〇
人
以
上
が
死
亡
し
た
。
墓
地
で
死
体
は
棺
桶
な
し
で
放
置
さ
れ
て
い
る
」
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ボリシェヴィキ権力とニー／二二年飢鰹（梶川）

　
赤
軍
兵
士
も
飢
え
と
病
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
リ
第
三
申
隊
か
ら
二
〇
年
二
月
に
、
二
日
間
で
パ
ン
ー
フ
ン
ト
、

ス
ー
プ
一
杯
、
ピ
ロ
シ
キ
三
個
し
か
受
け
取
ら
ず
、
「
非
常
に
飢
え
て
い
る
」
と
報
告
さ
れ
た
よ
う
な
食
糧
事
情
に
あ
り
、
不
衛
生
な
丘
ハ
舎
で

集
団
生
活
を
お
く
る
兵
士
も
伝
染
病
に
感
染
す
る
条
件
が
揃
っ
て
い
た
。
ス
モ
レ
ン
ス
ク
県
の
兵
士
は
、
わ
れ
わ
れ
の
ほ
と
ん
ど
が
チ
フ
ス
に

感
染
し
て
い
る
と
訴
え
た
。
二
〇
年
初
頭
に
シ
ベ
リ
ア
で
活
動
し
て
い
た
部
隊
は
チ
フ
ス
に
感
染
し
た
た
め
毎
月
三
〇
％
が
減
員
し
て
い
る
と

　
　
　
　
⑳

報
告
さ
れ
た
。
赤
軍
の
食
糧
事
情
も
一
＝
年
に
は
さ
ら
に
悪
化
し
、
二
〇
年
の
四
九
一
〇
万
プ
ー
ド
に
対
し
て
二
六
八
○
万
プ
ー
ド
し
か
受
け

　
　
　
　
　
⑳

取
ら
な
か
っ
た
。

　
一
＝
年
に
は
焦
思
と
と
も
に
伝
染
病
の
流
行
は
ほ
と
ん
ど
至
る
所
か
ら
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
北
カ
フ
カ
ー
ス
の
ロ
ス
ト
フ
目
ナ
日
ド
ヌ

で
は
六
月
に
労
働
者
の
問
で
コ
レ
ラ
感
染
が
は
じ
ま
り
、
飢
謹
が
強
ま
る
に
つ
れ
そ
の
流
行
は
顕
著
に
な
っ
た
。
ヴ
ォ
ロ
ネ
ジ
市
で
コ
レ
ラ
患

者
は
六
月
下
旬
に
＝
一
六
人
を
数
え
、
ニ
ジ
ニ
ェ
ウ
デ
イ
ン
ス
ク
郡
で
コ
レ
ラ
の
死
亡
率
は
七
〇
％
に
達
し
た
。
ヴ
ォ
ロ
ネ
ジ
県
に
接
す
る
ク

ル
ス
ク
県
の
郡
で
コ
レ
ラ
感
染
が
続
き
、
全
県
で
七
四
七
人
の
コ
レ
ラ
患
者
を
数
え
、
死
亡
率
は
四
七
・
四
％
に
達
し
た
が
、
医
療
関
係
者
と

医
薬
品
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
県
ト
ロ
イ
ツ
ク
市
で
の
コ
レ
ラ
患
者
の
半
数
以
上
が
死
亡
し
た
。
サ
マ
ラ
県
で
も
コ
レ

ラ
患
者
は
増
え
続
け
た
。
オ
リ
ョ
ー
ル
県
で
は
全
部
で
一
〇
六
五
人
が
コ
レ
ラ
に
感
染
し
、
三
〇
七
人
が
死
亡
し
た
。
ペ
ン
ザ
県
で
七
三
人
が

コ
レ
ラ
に
感
染
し
、
二
一
人
が
死
亡
し
た
。
ド
イ
ツ
人
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
餓
死
の
ケ
ー
ス
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
伝
染
病
は
抑
え
よ
う
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

広
が
っ
た
。
こ
れ
ら
上
記
の
七
月
の
ヴ
ェ
ー
・
チ
ェ
ー
・
カ
ー
報
告
か
ら
の
抜
粋
だ
け
で
も
異
常
な
流
行
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
諸
県
か
ら
の
疎
開
先
と
な
っ
た
シ
ベ
リ
ア
で
は
、
「
避
難
民
の
大
量
の
流
入
が
チ
ュ
メ
ニ
県
に
も
現
れ
、
コ
レ
ラ
の
よ
う
な

伝
染
病
を
持
ち
込
ん
だ
」
。
こ
う
し
て
チ
ュ
メ
当
市
は
大
々
的
に
コ
レ
ラ
感
染
が
広
ま
り
、
そ
の
死
亡
率
は
九
〇
％
に
達
し
た
。
一
二
月
に
な

る
と
ノ
ヴ
ォ
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
県
に
チ
フ
ス
が
狙
獄
し
、
発
疹
チ
フ
ス
に
一
七
八
人
、
回
帰
熱
に
五
五
〇
人
、
腸
チ
フ
ス
に
九
四
人
、
原
因
不

明
に
一
〇
〇
人
が
感
染
し
た
。
死
亡
率
は
発
疹
チ
フ
ス
が
二
〇
％
、
團
帰
熱
が
四
～
％
、
腸
チ
フ
ス
が
六
…
％
と
さ
れ
た
。
オ
ム
ス
ク
県
で
も

ス
ラ
ヴ
ゴ
ロ
ド
郡
を
中
心
に
流
行
し
、
二
一
年
中
に
全
県
で
発
疹
チ
フ
ス
に
一
五
一
八
人
が
、
回
帰
熱
に
四
九
五
五
人
が
、
腸
チ
フ
ス
に
三
四
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⑬

一
六
人
が
、
原
因
不
明
に
＝
三
四
人
遅
感
染
し
た
。
地
方
に
よ
っ
て
は
、
餓
死
者
よ
り
も
伝
染
病
に
よ
る
犠
牲
者
の
方
が
多
か
っ
た
。
政
府

公
式
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
ウ
フ
ァ
ー
県
で
一
工
年
六
月
か
ら
の
一
年
間
に
、
餓
死
者
四
万
八
〇
七
八
人
に
対
し
伝
染
病
に
よ
る
死
亡
者
数
は
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

万
八
五
一
二
人
と
、
死
者
合
計
の
六
七
・
二
％
を
占
め
た
。
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第
四
節
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム

　
飢
え
が
進
む
と
ま
ず
頬
が
痩
け
、
顎
が
せ
り
出
し
、
眼
が
虚
ろ
に
な
り
、
手
足
は
や
せ
細
り
、
腹
が
浮
腫
み
は
じ
め
、
「
意
識
が
朦
朧
と
し
、

嘔
吐
が
は
じ
ま
り
、
口
腔
と
舌
の
皮
が
破
れ
、
最
終
的
に
死
に
至
る
」
。
子
供
は
体
重
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
成
人
は
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
老

人
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
失
っ
て
死
亡
し
、
そ
の
た
め
子
供
は
三
日
間
以
上
食
事
な
し
で
は
生
存
で
き
ず
、
こ
の
た
め
飢
餓
民
の
問
で
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
子
供
の
死
亡
率
は
高
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
時
の
飢
饒
の
恐
怖
は
餓
死
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
普
及
し
た
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
の
事
実
で
あ
っ
た
。

　
｝
二
年
一
一
一
月
三
日
の
サ
マ
ラ
県
執
行
委
会
議
で
議
長
ア
ン
ト
ー
ノ
ブ
目
オ
フ
セ
ー
エ
ン
コ
は
、
す
べ
て
の
代
用
食
が
食
い
尽
く
さ
れ
た
県

内
の
食
糧
事
情
に
触
れ
た
際
に
「
人
々
は
自
分
自
身
を
食
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
肇
濁
し
た
よ
う
に
、
当
時
す
で
に
認
め
ら
れ
て
い
た
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ニ
バ
リ
ズ
ム
の
衝
撃
的
事
実
は
機
関
紙
な
ど
で
も
忌
避
さ
れ
る
こ
と
な
く
多
数
が
公
表
さ
れ
た
。

　
早
く
も
党
県
委
員
会
機
関
紙
『
コ
ミ
ュ
ー
ン
鋤
二
二
年
一
月
一
五
日
号
は
、
「
パ
ン
と
肉
を
奪
わ
れ
た
サ
マ
ラ
県
の
広
大
な
ス
テ
ッ
プ
郡
で

悪
夢
が
演
じ
ら
れ
、
軒
並
み
に
人
肉
食
員
δ
鈎
。
Φ
二
日
し
・
o
の
異
常
な
現
象
が
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
、
「
墓
場
か
ら
死
体
を
手
に
入
れ
、
一
〇
家

族
が
そ
れ
を
食
し
て
い
る
」
プ
ガ
チ
ョ
フ
郡
の
例
、
「
地
中
か
ら
掘
り
出
し
た
人
間
の
胴
体
を
自
分
の
家
族
と
と
も
に
食
用
に
し
て
い
た
」
ブ

ズ
ル
ク
郡
の
例
、
「
死
ん
だ
；
一
歳
の
娘
エ
レ
ー
ナ
の
胴
体
を
残
っ
た
自
分
の
三
人
の
娘
と
分
け
合
っ
て
い
た
。
子
供
は
自
分
の
姉
妹
の
肉
を

食
べ
た
が
、
母
親
は
自
分
の
娘
の
屍
体
を
食
用
に
し
な
か
っ
た
。
現
地
当
局
が
こ
の
屍
肉
食
鶏
《
螢
。
Φ
肩
輿
。
を
摘
発
し
た
と
き
、
娘
の
死
体

か
ら
頭
部
、
躁
、
胸
部
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
た
。
腕
の
骨
は
村
人
に
よ
っ
て
食
用
に
盗
ま
れ
て
い
た
」
プ
ガ
チ
ョ
フ
郡
の
例
な
ど
を
記
載
し
た
。

こ
の
記
事
は
、
「
人
肉
食
の
犯
人
は
自
白
し
、
そ
れ
を
極
端
な
飢
え
で
説
明
し
た
。
こ
れ
ら
は
事
実
、
正
確
に
は
、
事
実
の
ご
く
～
部
で
あ
る
」
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人肉食の嫌疑者（エカチェリンブルグ）；HIA所蔵

と
締
め
く
く
ら
れ
た
。
同
機
関
紙
二
月
二
日
号
、
二
月
一
七
日
号
に

も
「
バ
ラ
コ
ヴ
ォ
郡
で
一
月
と
二
月
に
四
〇
件
の
屍
肉
食
と
人
肉
食

が
、
市
で
八
件
が
公
式
に
記
録
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
、
調
理
さ
れ
た
人

肉
の
取
引
が
三
件
確
認
さ
れ
た
。
人
肉
を
食
し
た
六
人
が
自
殺
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
」
と
次
々
と
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
の
実
例
が
公
表
さ
れ
た
。

　
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
で
は
次
の
よ
う
な
事
件
が
露
見
し
た
。
二
一
年
一

二
月
に
火
事
で
焼
け
崩
れ
た
郵
便
局
の
跡
地
か
ら
切
断
さ
れ
た
人
間

の
頭
部
が
見
つ
か
っ
た
。
捜
査
が
開
始
さ
れ
、
犯
人
は
逮
捕
さ
れ
た
。

彼
は
友
人
を
殺
害
し
、
死
体
を
袋
に
詰
め
て
持
ち
帰
ろ
う
と
し
た
が
、

袋
が
重
す
ぎ
た
の
で
頭
部
を
切
断
し
、
郵
便
局
の
開
い
て
い
た
窓
に

投
げ
捨
て
た
と
自
供
し
た
。
死
体
の
残
り
を
持
っ
て
彼
は
市
場
に
行

き
、
安
食
堂
の
ペ
ル
シ
ャ
人
に
そ
の
肉
を
売
っ
た
。
こ
れ
が
発
覚
し

て
直
ち
に
地
方
当
局
に
よ
り
、
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
カ
ツ
レ
ツ
、
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ゆ
る
細
切
れ
肉
の
販
売
を
禁
止
す
る
法
令
が
出
さ
れ
た
。
二
二
年
二

月
に
ア
ク
チ
ュ
ビ
ン
ス
ク
県
の
市
場
で
人
肉
の
販
売
が
あ
っ
た
た
め
、

生
肉
の
販
売
を
禁
止
す
る
命
令
が
出
さ
れ
、
四
月
に
バ
シ
共
和
国
で

「
屍
肉
食
と
人
肉
食
と
の
闘
争
と
人
肉
商
売
の
阻
止
」
に
向
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
特
別
決
議
『
人
肉
食
に
つ
い
て
』
が
採
択
さ
れ
た
。

　
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
飢
謹
地
域
で
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
が
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認
め
ら
れ
た
。
ハ
リ
コ
フ
大
学
教
授
は
、
人
肉
食
と
屍
肉
食
に
つ
い
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
飢
謹
五
県
を
調
査
し
、
殺
人
が
行
わ
れ
人
肉
食
に
至
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
信
糠
性
の
高
い
二
六
件
と
殺
害
さ
れ
た
死
体
が
販
売
さ
れ
た
七
件
を
確
認
し
、
あ
ら
ゆ
る
県
で
屍
肉
食
は
日
常
的
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。

二
一
一
年
に
カ
ザ
ン
で
A
R
A
の
活
動
に
従
事
し
て
い
た
医
師
は
、
実
行
犯
は
常
に
犯
行
を
隠
し
、
ま
た
屍
肉
食
は
一
般
的
に
な
っ
た
の
で
特
別

な
事
件
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
正
確
な
数
字
を
挙
げ
る
の
は
不
可
能
と
し
な
が
ら
も
、
二
一
年
秋
か
ら
二
二
年
春
ま
で
の
次
の
統

計
を
示
し
た
。
タ
タ
ー
ル
共
和
国
で
屍
肉
食
七
二
件
、
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
ニ
ニ
三
件
、
同
じ
く
バ
シ
共
和
国
で
屍
肉
食
～
＝
一
〇
件
、
カ
ニ
バ
リ
ズ

ム
五
八
件
、
サ
マ
ラ
県
で
屍
肉
食
六
〇
件
（
彼
に
よ
れ
ば
屍
肉
食
は
ほ
と
ん
ど
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
こ
の
数
字
は
少
な
す
ぎ
る
と
い
う
）
、
カ
ニ
バ

リ
ズ
ム
ニ
○
○
件
、
ウ
フ
ァ
ー
県
で
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
五
六
件
、
屍
肉
食
は
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
最
近
の
砥
究
に
よ
れ
ば
、
ウ
ラ
リ
ス
ク
県
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一一

齡
N
か
ら
二
一
二
年
ま
で
に
人
肉
食
三
五
六
件
、
屍
肉
食
四
三
七
件
、
動
物
の
屍
肉
食
二
ニ
ニ
件
を
数
え
た
。

　
二
二
年
二
月
下
県
チ
ェ
ー
・
カ
ー
情
報
に
よ
れ
ば
、
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
県
で
は
「
人
肉
食
は
通
常
の
現
象
と
な
っ
た
」
。
七
月
の
第
一
〇

回
サ
マ
ラ
県
党
協
議
会
で
「
全
住
民
の
九
五
％
が
飢
え
、
屍
肉
食
は
も
う
記
録
さ
れ
な
く
な
っ
た
、
そ
れ
は
通
常
の
現
象
と
な
り
、
人
々
は
人

肉
食
に
至
っ
た
」
と
報
告
さ
れ
、
第
九
回
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
で
同
県
執
行
委
議
長
が
「
悪
夢
の
情
報
」
を
公
然
と
語
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
広
汎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
認
め
ら
れ
る
現
象
と
な
り
、
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
二
二
年
の
収
穫
期
を
過
ぎ
る
と
こ
れ
ら
の
事
実
は
次
第
に
秘
匿
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
「
こ
こ
［
プ
ガ
チ
ョ
フ
市
］
と
郡
一
帯
に
数
日
間
流
布
し
た
プ
ガ
チ
ョ
フ
で
の
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
の
報
告
は
執
行
委
に
よ
っ
て
調

査
さ
れ
、
根
拠
な
し
と
宣
告
さ
れ
た
」
と
し
て
、
郡
執
行
委
内
務
部
部
長
は
郡
機
関
紙
で
、
「
そ
れ
ら
の
風
聞
は
嘘
で
、
［
…
…
］
カ
ニ
バ
リ
ズ

ム
に
関
す
る
嘘
の
風
聞
を
流
し
た
犯
人
は
監
獄
に
送
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
、
こ
の
よ
う
な
風
聞
の
流
布
を
厳
禁
し
た
。
こ
の
流
れ
の
変
化
の

時
期
が
ボ
ム
ゴ
ル
中
央
特
別
委
の
解
散
期
と
一
致
す
る
の
は
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
な
い
。
大
士
謹
の
幕
開
き
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　
①
田
〉
菊
C
．
ひ
よ
二
〇
ひ
尋
門
〉
℃
8
．
臼
＄
ω
、
○
自
．
同
ρ
単
価
肖
鉛
臼
δ
O
、
○
目
唐
　

③
門
〉
勺
e
．
e
。
旨
ω
田
、
○
員
．
切
①
、
戸
O
、
肖
切
①
、
お
O
、
這
N
』
O
ρ
ω
罪
○
紀
年
、
泪
ま
、

　
　
賛
．
P
O
N
、
肖
目
ω
、
暴
◎
℃
『
〉
∪
．
β
這
＆
、
○
類
．
8
戸
㎝
8
、
昌
．
嶋
P
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠
．
旨
9
勺
男
〉
∩
財
団
β
昌
、
○
昌
■
a
、
均
．
ひ
ま
、
肖
α
9
勺
【
》
①
’
e
。
這
鵬
、
○
自
．
ひ
、
戸

　
②
勺
門
〉
①
■
臼
μ
逡
ω
、
○
口
．
ひ
、
導
鳥
O
、
口
μ
藁
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
肖
恥
ひ
P
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④
月
毛
受
㊦
．
P
．
訟
い
、
轟
M
G
。
．

⑤
∩
竃
．
”
肩
〉
∩
コ
丼
β
日
O
、
O
自
μ
、
員
．
ω
G
。
P
、
肖
象
よ
切
．

⑥
O
∩
臣
突
§
零
凝
窟
し
・
暮
藁
露
9
D
ひ
幕
界

⑦
し
d
Φ
∩
長
閑
9
慈
℃
萸
α
．
穽
。
奪
8
切
①
潤
①
§
凶
．
6
N
ド
Z
9
．
○
刈
今
§
賦
導

　
穴
。
蕩
出
p
μ
露
ド
6
脅
＄
も
誤
q
。
7
㊤
¢
．
国
．
O
℃
h
拝
℃
■
畠
N
、
U
O
冷
勺
門
》
り
．
臼
．

　
門
門
Q
◎
、
○
自
．
8
員
b
陣
O
G
Q
、
凝
．
日
O
日
O
①
も
寓
剛
〉
菊
¢
筒
ロ
ー
ド

⑧
穴
。
蜜
塁
舞
藁
露
ド
8
舟
Φ
し
・
■
例
え
ば
、
サ
ラ
ト
フ
県
で
一
六
年
に
一
八
プ
ー

　
ド
あ
っ
た
豚
の
重
最
は
一
九
年
春
に
は
四
プ
ー
ド
を
超
え
な
か
っ
た
（
℃
り
〉
り
．

　
e
．
6
＆
、
O
目
ω
、
戸
㎝
ω
8
肖
ω
8
）
。

⑨
『
〉
℃
e
■
e
＄
ω
、
O
顕
．
P
。
。
、
戸
B
O
、
肖
P
ひ
ω
．

⑩
G
σ
葭
興
黙
ぞ
臣
恵
・
這
P
＝
O
§
詔
も
憎
〉
り
・
e
．
6
轟
O
目
ひ
、
均
．
瞳
O
、
肖
ひ
ご

　
貰
．
α
Q
。
仁
、
肖
母
l
P
押
目
m
竃
α
o
じ
σ
6
図
告
口
鵠
9
惹
悪
鉢
露
ド
N
、
唱
口
口
自
色
ω
。
6
．
円
9
竃
O
o
切
．

　
q
α
．
類
。
員
。
翼
。
≧
p
6
圏
μ
昌
昌
δ
塁
・

⑪
穴
。
貸
費
p
這
口
P
』
旧
里
臣
も
門
〉
閲
e
・
e
＄
ω
、
○
頁
．
悼
。
。
、
戸
P
N
9
詞
b
田
。
9

⑫
田
〉
．
昌
。
。
幽

⑬
調
。
9
①
円
自
。
惹
」
露
P
Z
o
筒
’
∩
G
。
図

⑭
員
＞
e
9
．
e
．
μ
、
○
肖
◎
員
．
い
0
9
四
這
心
O
、
δ
、
刈
ド

⑮
諄
召
。
壱
貴
∩
ズ
雷
調
短
。
・
鋸
㍊
ゆ
μ
。
。
。
這
§
曲
§
甲
霞
9
嘆
。
姦
喝
。
彊
．
6
日
。
。
’

　
Z
o
沁
ミ
瞬
．
∩
＄
．
例
え
ば
、
二
一
年
に
ロ
シ
ア
の
飢
僅
地
区
で
発
疹
チ
フ
ス
の

　
患
者
数
は
、
二
月
の
二
万
七
七
五
五
人
目
対
し
八
月
は
二
六
三
三
人
で
あ
っ
た

　
　
（
寓
囲
〉
．
因
¢
筒
O
I
q
）
。

⑯
『
自
。
∩
ゼ
食
じ
。
o
弓
。
ぞ
①
∩
月
田
寓
∩
鵠
p
這
¢
P
ω
蕎
潮
乾
し
。
．
コ
⑩
ゼ
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－

　
昭
貴
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。
宕
8
し
噂
曾
p
μ
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◎
．
日
鼠
6
匿
M
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⑰
§
甲
誕
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嘆
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。
．
Z
ρ
P
ミ
P
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∩
錘
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⑱
円
〉
∩
調
耳
e
目
N
O
戸
ひ
い
、
戸
μ
愈
、
肖
醇
ざ
α
．
公
式
の
数
字
に
よ
れ
ば
、
一

　
八
年
に
伝
染
病
（
回
帰
熱
、
チ
フ
ス
、
天
然
痘
、
赤
痢
な
ど
）
で
一
一
万
五
八
○

　
○
人
が
、
一
九
年
に
九
一
万
二
〇
〇
人
、
二
〇
年
に
一
〇
九
万
九
〇
〇
人
が
死
亡

　
し
、
そ
の
中
で
も
発
疹
チ
フ
ス
が
も
っ
と
も
多
く
、
そ
れ
に
よ
り
　
九
年
に
七
六

　
万
四
〇
〇
〇
人
、
二
〇
年
に
八
三
万
四
〇
〇
〇
人
が
死
亡
し
た
（
寓
p
∩
①
員
①
誕
＝
①

　
勺
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R
§
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d
炎
し
5
興
①
“
§
目
。
唱
§
①
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第
三
章
　
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
の
救
援
策

第
一
節
救
援
活
動
の
困
難

　
一
二
年
六
月
二
六
日
づ
け
『
プ
ラ
ヴ
ダ
』
紙
上
で
、
一
八
九
一
年
を
凌
ぐ
罹
災
者
二
五
〇
〇
万
人
の
等
等
の
存
在
が
初
め
て
公
式
に
報
道
さ

れ
、
同
月
三
〇
日
づ
け
『
経
済
生
活
』
紙
は
農
民
が
大
量
に
村
を
捨
て
て
い
る
飢
謹
地
区
の
惨
状
を
伝
え
、
中
央
権
力
に
よ
る
飢
餓
民
救
援
活

動
の
組
織
化
が
は
じ
ま
っ
た
が
、
す
で
に
至
る
所
か
ら
飢
饅
の
情
報
が
持
ち
込
ま
れ
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
遅
す
ぎ
る
措
置
で
あ
っ
た
。

　
七
月
～
日
づ
け
国
防
会
議
布
告
『
凶
作
を
蒙
っ
た
地
域
で
の
二
一
年
秋
蒔
き
区
薗
の
播
種
に
つ
い
て
』
の
中
で
初
め
て
サ
マ
ラ
県
な
ど
を
凶

作
地
方
と
認
定
し
た
が
、
そ
こ
で
の
救
済
策
は
、
完
全
播
種
の
た
め
収
穫
し
た
秋
蒔
き
穀
物
を
播
種
以
外
に
消
費
す
る
の
を
禁
じ
、
需
要
量
を

超
え
る
種
子
を
持
つ
経
営
か
ら
不
足
す
る
経
営
に
供
給
す
る
た
め
余
剰
分
を
収
用
す
る
よ
う
義
務
づ
け
、
秋
蒔
き
区
画
か
ら
国
税
と
し
て
の
現

物
税
を
免
除
し
、
種
子
貸
付
の
返
済
を
一
＝
一
年
ま
で
猶
予
す
る
こ
と
を
定
め
た
だ
け
で
、
飢
餓
民
へ
の
具
体
的
な
支
援
策
に
は
何
も
言
及
し
な

　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
　
ム
　
ゴ
　
　
ル

　
よ
う
や
く
七
月
一
八
日
づ
け
で
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
の
下
に
、
農
業
、
外
国
貿
易
、
食
糧
人
民
委
員
部
代
表
を
含
む
飢
餓
民
援
助
中
央
特

別
委
（
議
長
カ
リ
一
瞥
ン
）
が
設
竃
さ
れ
、
そ
れ
に
飢
饒
と
の
闘
争
に
関
す
る
最
高
権
限
が
付
与
さ
れ
た
。
こ
の
法
令
で
は
地
方
組
織
は
規
定
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
直
ち
に
修
正
さ
れ
、
九
月
二
二
日
づ
け
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
決
議
は
ロ
シ
ア
全
土
に
県
・
郡
・
郷
コ
ム
ボ
ム
ゴ
ル

手
助
地
方
特
別
委
］
の
設
置
を
定
め
た
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
「
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
諸
県
飢
餓
民
援
助
」
の
名
称
が
冠
せ
ら
れ
、
あ
く
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
こ
の
地
方
に
飢
饒
を
限
定
し
よ
う
と
す
る
、
こ
の
と
き
の
中
央
権
力
の
意
図
は
明
自
で
あ
っ
た
。

　
当
初
の
中
央
機
関
に
よ
る
救
援
活
動
は
、
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
諸
県
へ
の
間
近
に
迫
っ
た
秋
蒔
き
播
種
の
種
子
の
確
保
に
集
中
さ
れ
た
。
八
月
四

日
づ
け
全
ロ
シ
ア
申
央
執
行
委
幹
部
会
会
議
は
、
欝
欝
県
で
す
べ
て
の
穀
物
を
種
子
材
に
投
入
す
る
た
め
食
糧
税
を
県
内
需
要
の
た
め
に
徴
収
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す
る
こ
と
を
決
定
し
、
こ
の
よ
う
な
根
拠
で
、
飢
饅
が
深
ま
る
に
つ
れ
徴
税
が
強
化
さ
れ
た
。
垂
柳
と
の
闘
争
特
別
委
の
構
成
が
承
認
さ
れ
た

八
月
九
日
の
党
中
央
委
総
会
で
、
「
食
糧
税
の
徴
収
へ
の
反
対
行
動
ま
た
は
そ
の
納
付
が
些
か
で
も
遅
延
す
る
兆
候
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
も
厳

し
い
強
制
的
措
置
を
採
り
」
、
そ
こ
に
軍
事
部
隊
と
革
命
裁
判
所
巡
回
法
廷
を
差
し
向
け
、
厳
重
に
処
罰
す
る
と
の
徴
税
方
針
が
確
定
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
③

の
は
象
徴
的
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
認
定
地
域
以
外
は
悲
惨
で
あ
っ
た
。
ペ
ル
ミ
県
の
す
べ
て
の
郡
を
視
察
し
た
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
全
権
ノ
ギ
ー
ン
は

早
く
も
八
月
二
九
臼
づ
け
で
現
地
か
ら
、
「
飢
饅
は
想
定
さ
れ
て
い
た
よ
り
も
広
い
範
囲
に
重
苦
し
く
広
が
り
、
い
く
つ
か
の
地
方
や
こ
こ
ペ

ル
ミ
で
も
現
在
ま
で
コ
ム
ボ
ム
ゴ
ル
の
お
も
な
関
心
は
、
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
諸
県
へ
の
援
助
の
組
織
化
に
払
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
サ
ラ
プ
ル

郡
全
部
、
オ
サ
郡
の
一
五
郷
、
オ
ハ
ン
ス
ク
の
早
世
、
タ
ン
ブ
ー
ル
の
六
郷
は
そ
こ
よ
り
も
状
況
は
酷
い
。
そ
れ
は
国
家
種
子
材
か
ら
の
種
子

援
助
が
禁
止
さ
れ
、
種
子
の
引
渡
し
が
あ
ま
り
に
も
遅
く
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
さ
ら
に
強
ま
っ
た
」
と
警
告
し
た
が
、
同
県
で
オ
サ
と
オ
ハ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ス
ク
郡
だ
け
が
二
一
年
末
に
飢
饒
に
認
定
さ
れ
た
。

　
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
諸
県
の
穀
物
支
援
に
さ
え
国
内
原
資
が
不
足
す
る
た
め
、
飢
謹
地
域
の
追
加
認
定
に
は
き
わ
め
て
慎
重
で
あ
っ
た
。
八
月
　

八
日
の
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
幹
部
会
会
議
で
、
ウ
フ
ァ
ー
県
ウ
フ
ァ
i
、
ズ
ラ
ト
ウ
ス
ト
郡
、
キ
ル
共
和
国
で
、
ウ
ラ
リ
ス
ク
、
オ
レ
ン
ブ

ル
グ
、
ア
ク
チ
ュ
ビ
ン
ス
ク
、
ブ
ケ
イ
県
、
ク
ス
タ
ナ
イ
と
ア
ダ
エ
フ
カ
特
別
郡
を
除
く
ク
ス
タ
ナ
イ
県
、
マ
リ
自
治
州
コ
ジ
モ
デ
ミ
ャ
ン
ス

ク
郡
、
カ
ル
ム
ィ
ク
州
を
飢
上
県
と
認
定
し
た
が
、
バ
シ
キ
リ
ア
共
和
国
、
ス
タ
ヴ
ロ
ポ
リ
県
、
ヴ
ォ
チ
ャ
ー
ク
州
か
ら
の
現
物
税
の
免
除
が

決
定
さ
れ
た
の
は
｝
○
月
｝
○
日
づ
け
同
会
議
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
は
国
税
が
免
除
さ
れ
た
だ
け
で
、
地
方
税
と
し
て
の
現
物
税

は
徹
底
的
に
徴
収
さ
れ
、
一
一
　
年
末
に
飢
饅
に
認
定
さ
れ
た
グ
ラ
ゾ
フ
郡
で
一
九
％
、
デ
ベ
ス
ィ
郡
で
八
六
％
の
遂
行
率
で
あ
っ
た
。
一
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
調
査
報
告
で
、
州
内
の
課
税
は
重
い
負
担
で
あ
っ
た
と
総
括
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
地
方
税
が
現
地
の
飢
餓
民
救
済
に
向
け
ら
れ
た
な
ら

ば
ま
だ
救
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
九
月
一
七
日
づ
け
サ
マ
ラ
県
執
行
委
命
令
｝
六
六
号
は
、
中
央
か
ら
の
食
糧
支
援
は
期
待
で
き
な
い
と
し
て
、
徴
収
さ
れ
た
穀
物
は
「
郡
で
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凶
作
の
大
き
な
被
害
を
受
け
た
農
民
へ
の
供
給
の
た
め
に
納
付
さ
れ
る
と
宣
告
」
し
、
郡
執
行
委
に
現
物
税
の
厳
格
な
徴
収
を
命
じ
た
。
だ
が
、

同
月
二
一
日
づ
け
郡
食
糧
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
へ
の
秘
密
回
状
は
、
「
現
物
税
、
製
粉
税
、
そ
の
他
の
納
付
に
よ
っ
て
微
収
さ
れ
た
穀
物
は
、
二
一

年
九
月
一
〇
日
づ
け
で
入
電
し
た
食
糧
人
民
委
員
部
訓
令
三
〇
七
一
七
一
号
に
準
じ
て
、
［
現
物
税
の
嗣
完
全
な
実
現
に
至
る
ま
で
農
民
住
民
の

問
で
配
分
さ
れ
な
い
」
こ
と
を
指
導
指
針
と
し
て
通
知
し
た
。
飢
饒
県
で
の
税
の
完
遂
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
秘
密
回
状
は
、
そ
こ
で
徴
収
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
た
穀
物
は
飢
餓
民
救
済
に
回
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

　
一
〇
月
二
〇
日
づ
け
ボ
ム
ゴ
ル
中
央
特
別
委
条
令
に
よ
れ
ば
、
「
飢
饒
と
の
闘
争
資
金
は
国
家
資
源
と
ロ
シ
ア
内
外
か
ら
の
寄
付
か
ら
な
る
」

と
言
及
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
地
方
で
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
が
地
元
の
原
資
と
寄
付
に
依
存
し
た
。
二
二
年
春
に
ペ
ン
ザ
県
サ
ラ
ン
ス
ク
郡
執

行
委
議
長
は
、
「
中
央
や
県
の
組
織
を
当
て
に
せ
ず
、
ソ
ヴ
ェ
ト
組
織
か
ら
の
一
定
控
除
、
見
世
物
、
講
演
会
、
バ
ザ
ー
ル
か
ら
、
個
人
的
寄

付
、
ま
た
は
サ
ラ
ン
ス
ク
市
場
で
の
法
令
違
反
に
対
す
る
没
収
の
よ
う
な
地
方
財
源
か
ら
援
助
を
引
き
出
し
」
、
そ
れ
以
外
の
援
助
は
な
か
っ

た
と
報
告
し
た
。
サ
マ
ラ
県
で
は
、
そ
の
資
金
源
は
地
方
の
「
税
金
、
自
発
的
寄
付
、
宝
く
じ
で
あ
っ
た
」
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ロ
シ
ア
共

和
国
の
六
七
県
、
自
治
共
和
国
、
州
に
関
す
る
包
括
的
資
料
に
よ
れ
ば
一
年
間
で
食
糧
七
七
〇
万
プ
ー
ド
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
三
〇
〇
万
プ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

以
上
、
シ
ベ
リ
ア
で
七
〇
万
プ
ー
ド
以
上
が
集
め
ら
れ
た
。
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第
二
節
　
教
会
の
取
り
組
み

　
飢
謹
救
済
は
「
相
互
扶
助
」
の
原
則
で
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
原
則
か
ら
「
反
ソ
ヴ
ェ
ト
的
」
組
織
は
排
除
さ
れ
、
そ
の
一
つ
が
ロ
シ
ア
正
教

会
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
飢
饒
の
際
に
教
会
は
飢
民
救
済
に
参
加
す
る
伝
統
的
慣
例
が
あ
り
、
教
会
側
の
こ
れ
へ
の
対
応
は
素
早
か
っ
た
。
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

主
教
チ
ー
ホ
ン
は
七
月
早
々
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
司
祭
へ
の
電
報
で
、
飢
謹
ロ
シ
ア
へ
の
援
助
を
訴
え
る
ア
ピ
ー
ル
を
表
明
し
た
。

　
そ
の
～
方
で
、
国
内
で
教
会
に
よ
る
飢
民
救
済
の
寄
付
集
め
の
た
め
、
チ
ー
ホ
ン
は
こ
れ
ま
で
の
権
力
と
教
会
と
の
微
妙
な
関
係
に
配
慮
し
、

組
織
的
寄
付
集
め
と
そ
れ
を
配
分
す
る
た
め
の
教
会
組
織
で
あ
る
教
会
委
員
会
の
活
動
に
一
定
の
保
証
を
求
め
る
書
簡
を
、
八
月
五
日
づ
け
で
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ボ
ム
ゴ
ル
中
央
特
別
委
へ
、
八
月
一
七
日
づ
け
で
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
に
提
出
し
た
。
こ
れ
ら
書
簡
は
、
教
会
委
員
会
は
教
会
で
の
説
教
な

ど
に
よ
っ
て
寄
付
を
集
め
、
こ
れ
ら
救
援
物
資
と
そ
の
活
動
は
労
農
監
督
部
の
統
制
を
受
け
な
い
こ
と
の
確
約
を
求
め
る
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で

あ
っ
た
。
八
月
一
七
日
の
ボ
ム
ゴ
ル
中
央
特
別
委
幹
部
会
会
議
は
総
主
教
チ
ー
ホ
ン
の
書
簡
に
つ
い
て
、
「
ロ
シ
ア
正
教
会
に
よ
る
教
会
委
員

会
の
設
置
に
反
対
せ
ず
、
［
…
…
］
そ
れ
ら
の
活
動
を
有
益
と
認
め
る
」
決
議
を
出
し
た
。
理
由
は
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
レ
ー

ニ
ン
や
ト
ロ
ツ
キ
ー
か
ら
の
反
対
に
遭
い
、
こ
の
幹
部
会
決
議
は
チ
ー
ホ
ン
に
通
知
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
八
月
三
一
日
づ
け
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
へ
の
書
簡
で
、
で
き
る
だ
け
早
急
な
承
認
を
要
幽
し
た
が
、
そ
の
後
も
公
式
の
通
知
は
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
二
一
年
の
冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
ス
タ
ヴ
ロ
ポ
リ
県
か
ら
報
告
さ
れ
た
よ
う
に
、
至
る
所
で
一
様
に
「
寄
付
の
流
れ
は
ほ
と
ん
ど

停
止
し
た
」
。
一
二
月
の
『
サ
マ
ラ
県
コ
ム
ボ
ム
ゴ
ル
通
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
書
簡
は
、
「
新
聞
は
秋
蒔
き
播
種
の
順
調
な
総
括
に
つ
い
て
楽
観

的
な
報
道
を
流
し
た
。
［
…
…
］
だ
が
、
こ
こ
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
諸
県
で
飢
饒
は
日
ご
と
に
新
た
な
無
惨
な
侵
略
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
減
退

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
強
ま
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
「
救
援
の
第
一
波
に
続
い
て
、
い
く
ら
か
の
凪
が
訪
れ
た
」
現
状
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、

飢
餓
民
救
済
の
強
化
を
訴
え
た
。
寄
付
集
め
が
上
か
ら
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
的
性
格
を
帯
び
て
い
た
以
上
、
秋
の
『
飢
餓
民
援
助
週
間
騙
が
最
後

の
大
衆
的
寄
付
集
め
の
機
会
と
な
っ
た
。
ボ
ム
ゴ
ル
中
央
特
別
委
員
で
あ
り
社
会
保
障
人
民
委
員
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ノ
ク
ー
ロ
フ
は
『
援
助
週

間
』
に
つ
い
て
、
「
二
〇
〇
万
プ
ー
ド
以
上
の
穀
物
と
約
五
〇
万
金
ル
ー
ブ
リ
を
提
供
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
充
分
に
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
、
そ
の
限
界
を
指
摘
し
た
。

　
こ
う
し
て
救
援
事
業
に
教
会
が
不
可
欠
に
思
わ
れ
、
＝
一
月
八
日
の
政
治
局
会
議
は
、
飢
餓
民
救
済
に
関
す
る
宗
教
団
体
の
申
請
を
承
認
す

る
旨
の
カ
リ
ー
ニ
ン
の
提
案
を
採
択
し
た
が
、
こ
れ
を
公
表
不
要
と
し
た
。
こ
の
決
議
は
同
日
の
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
幹
部
会
で
承
認
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
が
、
政
治
局
決
定
に
よ
り
決
議
原
文
は
抜
粋
の
形
で
関
係
宗
教
団
体
に
発
送
さ
れ
た
。

　
だ
が
、
こ
の
教
会
へ
の
対
応
は
二
二
年
春
以
後
激
変
す
る
。
レ
ー
ニ
ン
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
発
意
に
よ
り
、
こ
の
大
飢
謹
が
頂
点
を
迎
え
よ
う

と
す
る
時
期
に
、
飢
餓
民
救
済
の
名
目
で
教
会
貴
重
品
の
強
制
的
収
用
が
強
行
さ
れ
た
。
チ
ー
ホ
ン
は
二
二
年
二
月
二
八
日
づ
け
の
訴
え
の
中
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で
こ
れ
ま
で
の
教
会
の
救
済
活
動
を
振
り
返
り
、
礼
拝
に
関
わ
り
の
な
い
寄
付
に
は
応
じ
る
が
、
門
聖
な
る
什
器
、
そ
の
他
の
礼
拝
用
教
会
物

品
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
貴
重
品
の
寺
院
か
ら
の
収
用
」
は
「
神
聖
冒
濱
」
で
あ
る
と
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
権
力
を
厳
し
く
糾
弾
し
、
以
後
両
者
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

係
は
修
復
不
可
能
な
ま
で
に
な
っ
た
。

　
こ
の
問
題
に
立
ち
入
る
余
裕
は
な
い
が
、
次
の
こ
と
を
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
。
教
会
弾
圧
へ
の
民
衆
の
抵
抗
は
大
き
く
、
党
中
央
に
は
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
し
て
待
機
的
な
気
分
が
漂
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
一
変
さ
せ
た
の
が
、
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ォ
聾
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
ク
県
シ
ュ
や

市
で
三
月
　
五
日
に
発
生
し
た
収
用
に
反
対
す
る
民
衆
と
の
衝
突
事
件
で
あ
っ
た
。
よ
り
正
確
に
は
、
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
第
五
版
［
ロ
シ
ア
語

版
］
』
に
も
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
申
子
委
政
治
局
員
の
た
め
に
中
央
委
書
記
モ
ー
ロ
ト
フ
に
宛
て
た
レ
ー
ニ
ン
の
三
月
一
九
日
づ
け
厳
秘
書
簡

で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
彼
は
ま
ず
シ
ュ
や
事
件
を
、
チ
ー
ホ
ン
を
中
心
と
し
た
教
会
守
旧
勢
力
に
よ
る
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
的
陰
謀
の
一
環
と

位
竃
づ
け
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
決
戦
の
考
え
は
、
「
戦
略
的
に
大
き
な
過
ち
を
犯
し
て
い
る
と
思
慮
す
る
。
逆
に
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、

ま
さ
に
現
在
は
特
に
好
機
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
一
般
的
に
敵
軍
を
一
人
残
ら
ず
職
滅
し
、
何
十
年
に
も
百
ち
て
わ
れ
わ
れ
が
必
要
な
地
歩
を

確
保
す
る
の
に
完
全
に
成
功
す
る
千
載
～
遇
の
好
機
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
現
在
、
飢
饒
地
域
で
人
が
食
べ
ら
れ
、
通
り
で
何
千
で
な
い

と
し
て
も
何
百
の
屍
体
が
横
た
わ
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
犯
罪
的
抵
抗
を
弾
圧
す
る
の
に
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ
と
も
苛
烈
で
容
赦

の
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
わ
れ
わ
れ
は
教
会
貴
重
口
㎜
の
収
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
そ
の
た
め
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
」
と
、
ロ
シ
ア
全

土
が
大
竹
饒
に
襲
わ
れ
て
い
る
現
在
こ
そ
が
教
会
弾
圧
の
絶
好
機
で
あ
る
と
断
言
す
る
。
そ
こ
で
の
記
述
が
飢
餓
罠
救
済
に
つ
い
て
一
言
隻
句

も
雷
及
せ
ず
、
間
も
な
く
四
月
に
開
か
れ
る
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
会
議
で
の
国
際
的
立
場
と
経
済
建
設
の
基
金
の
必
要
性
だ
け
に
触
れ
て
い
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

教
会
貴
重
品
収
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
真
の
目
的
を
考
え
る
際
に
示
唆
的
で
あ
る
。
以
下
で
述
べ
る
A
R
A
と
同
様
に
、
最
大
の
救
済
能
力
が
あ

る
組
織
へ
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
権
力
の
敵
対
的
対
応
が
、
無
用
な
犠
牲
者
の
拡
大
を
招
い
た
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
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孤児院の様子：HIA所蔵

第
三
節
　
政
府
援
助
活
動
の
現
実

　
ボ
ム
ゴ
ル
中
央
特
別
委
は
県
ソ
ユ
ー
ズ
［
消
費
協
同
組
合
県
連
合
］

を
通
し
て
成
人
に
八
七
七
、
子
供
に
七
〇
六
カ
ロ
リ
ー
の
基
準
で
飢

饒
地
域
で
の
飢
餓
民
給
食
活
動
を
行
い
、
食
糧
人
民
委
員
部
は
そ
の

た
め
の
穀
物
六
七
〇
万
プ
ー
ド
、
馬
鈴
薯
五
二
〇
万
プ
ー
ド
、
肉
七

七
万
三
〇
〇
〇
プ
ー
ド
を
発
送
し
た
が
、
二
二
年
の
春
に
は
こ
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

準
の
六
〇
％
以
下
し
か
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
飢
謹
は
特
に
子
供
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
と
の
理
由
で
、
子
供

救
済
が
優
先
的
に
行
わ
れ
た
。
す
で
に
二
〇
年
秋
に
凶
作
地
域
に
認

定
さ
れ
た
諸
県
で
孤
児
院
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
国
家
支
援
は
ほ
と

ん
ど
な
く
そ
こ
で
の
食
糧
事
情
は
二
一
年
に
入
る
と
急
速
に
悪
化
し
、

カ
ル
ー
が
県
か
ら
四
月
に
、
「
孤
児
院
、
託
児
所
、
養
老
院
、
病
院
、

身
障
者
施
設
は
、
栄
養
失
調
に
よ
る
重
篤
の
病
人
で
躍
れ
て
い
る
。

死
亡
率
が
増
加
し
て
い
る
。
共
同
食
堂
は
食
糧
が
な
い
た
め
に
、
存

続
で
き
な
い
」
と
、
六
月
に
リ
ャ
ザ
ニ
県
か
ら
県
内
の
酷
い
食
糧
事

情
の
た
め
に
、
「
工
業
企
業
の
半
分
以
上
が
閉
鎖
さ
れ
、
労
働
者
は

解
雇
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
病
院
が
閉
鎖
さ
れ
、
孤
児
院
か
ら
子
供
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ち
が
個
人
の
手
に
引
き
渡
さ
れ
た
」
と
報
告
さ
れ
た
。
ペ
ン
ザ
県
で
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⑯

は
二
月
一
五
日
以
後
孤
児
院
で
の
給
食
は
停
止
さ
れ
た
。

　
こ
の
様
子
は
、
「
孤
児
院
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
光
景
で
あ
る
。
飢
え
た
人
々
が
疎
開
を
は
じ
め
た
と
き
か
ら
、
孤
児
院
に
は
急
速
に
人

が
濫
れ
る
よ
う
に
な
り
、
定
員
過
剰
に
な
っ
た
。
都
市
や
村
の
住
民
が
遺
棄
し
た
子
供
が
収
容
さ
れ
た
孤
児
院
は
悲
惨
な
光
景
で
、
五
〇
人
し

か
収
容
で
き
な
い
孤
児
院
に
二
〇
〇
か
ら
三
〇
〇
人
が
溢
れ
、
彼
ら
全
員
が
醜
悪
な
ま
で
に
浮
腫
ん
で
い
る
か
、
骸
骨
の
よ
う
に
痩
せ
細
り
、

全
員
が
半
裸
で
裸
足
で
あ
る
。
息
苦
し
い
ほ
ど
空
気
は
よ
ど
み
、
病
気
に
感
染
し
た
子
供
の
多
く
が
隔
離
さ
れ
て
い
な
い
」
と
描
か
れ
、
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

年
末
で
サ
マ
ラ
県
プ
ガ
チ
ョ
フ
郡
の
孤
児
院
の
死
亡
率
は
七
五
％
に
達
し
た
。
＝
～
月
に
同
県
コ
ム
ボ
ム
ゴ
ル
は
子
供
＝
「
万
九
〇
〇
〇
人
、

成
人
四
万
五
〇
〇
〇
人
を
扶
養
し
て
い
た
だ
け
で
、
そ
の
数
は
あ
ま
り
に
も
少
な
す
ぎ
た
。
県
ソ
ユ
ー
ズ
は
二
二
年
二
月
ま
で
に
二
〇
万
八
○

0
0
プ
ー
ド
の
穀
物
を
調
達
し
、
全
県
で
三
〇
万
一
七
六
二
人
分
の
共
同
食
堂
を
開
設
し
た
が
、
食
糧
不
足
の
た
め
に
こ
の
数
は
縮
小
し
、

「
飢
餓
住
民
の
需
要
を
充
足
す
る
に
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
」
。
冬
の
猛
吹
雪
は
鉄
道
と
荷
権
輸
送
を
大
幅
に
遅
ら
せ
、
中
央
か
ら
の
食
糧
貨
物
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

配
送
が
同
県
で
終
了
し
た
の
は
四
月
｝
五
日
で
あ
っ
た
。

　
政
府
援
助
の
不
備
は
援
助
物
資
の
絶
対
的
不
足
に
加
え
て
、
援
助
機
関
の
シ
ス
テ
ム
が
充
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
チ
ュ
ヴ

ァ
シ
州
で
は
ソ
ヴ
ェ
ト
活
動
家
の
半
数
が
こ
の
活
動
に
従
事
し
て
い
た
が
、
飢
餓
罠
に
援
助
物
資
が
円
滑
に
行
き
渡
ら
な
か
っ
た
理
由
は
次
の

よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
。
「
二
、
三
種
類
の
食
糧
を
積
ん
だ
食
糧
貨
物
列
車
が
到
着
す
る
と
、
こ
れ
ら
食
糧
は
州
コ
ム
ボ
ム
ゴ
ル
に
よ
っ
て
す
べ

て
の
官
庁
、
暴
民
教
育
部
、
社
会
保
障
部
、
保
健
部
、
州
軍
事
委
、
そ
の
他
に
交
付
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
は
食
糧
を
困
窮
者
の
様
々
な
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
機
械
的
に
交
付
し
た
」
。
郡
の
間
で
も
条
件
を
考
慮
せ
ず
、
村
ご
と
に
機
械
的
に
均
等
に
配
分
さ
れ
た
現
行
の
シ
ス
テ
ム
に
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

問
題
が
あ
る
。
五
フ
ン
ト
の
オ
ー
ト
麦
パ
ン
を
受
取
り
に
六
〇
キ
ロ
離
れ
た
鉄
道
業
に
誰
も
来
な
か
っ
た
。
二
一
年
九
月
に
サ
マ
ラ
駅
に
到
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
た
救
援
穀
物
貨
物
二
二
輌
は
宛
先
不
明
と
し
て
中
央
に
送
り
返
さ
れ
、
県
執
行
委
議
長
代
理
は
そ
の
即
座
の
返
還
を
要
請
し
た
。

　
①
幕
ぞ
Φ
螢
∩
。
・
・
9
〔
ズ
呂
。
彊
§
［
・
↓
§
O
匿
山
ω
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
。
。
山
P

　
②
日
霞
幕
・
づ
日
記
∩
嵩
㎝
山
§
窪
。
自
魯
①
三
月
穴
目
蓬
。
轟
．
日
旨
ド
Z
o
．
ド
∩
．
　

③
目
婁
萸
①
．
∩
垂
㎝
よ
｝
胃
〉
∩
雲
容
9
§
○
調
■
N
如
．
圃
ど
演
■
日
G
。
．
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④
円
》
∪
■
β
這
塗
○
戸
刈
、
戸
ω
課
O
、
凝
■
日
O
■

⑤
二
月
。
ヨ
0
。
悪
0
ぴ
同
口
呂
。
暮
蜜
ζ
・
日
紹
〒
B
弓
．
O
臨
ど
寓
＞
P
臼
．
P
灘
ω
、
O
戸

　
N
賛
．
ω
燈
ω
、
薗
．
卵
○
目
ひ
、
P
継
ρ
肖
D
日
愛
知
．
潰
ゆ
、
」
H
．
ひ
ビ
田
O
■

⑥
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第
四
章
　
A
R
A
の
救
援
活
動

第
｝
節
　
厳
し
い
活
動
条
件

⑫
胃
〉
∩
コ
ミ
．
e
．
§
○
罫
㎝
、
戸
口
。
。
、
肖
下
刈
。
9
『
〉
℃
β
e
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〉
岩
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ω
、
O
口
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、
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㎝
倉
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．
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◎
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肖
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①
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∩
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∩
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劇
．
∩
6
0
山
串
飢
饅
と
教
会
弾

　
圧
に
つ
い
て
は
、
梶
川
伸
一
「
「
赤
色
チ
ロ
ル
」
と
一
九
二
二
年
の
教
会
弾
圧
」

　
　
（
野
部
公
一
・
自
在
東
編
、
前
掲
書
に
所
収
）
を
参
照
。
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ひ
．

あ
ら
ゆ
る
資
源
が
枯
渇
し
た
ソ
ヴ
ェ
ト
目
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
外
国
か
ら
の
支
援
受
入
れ
が
唯
一
現
実
的
救
済
策
に
思
え
た
。
七
月
＝
二
日
づ

け
で
マ
ク
シ
ム
・
ゴ
ー
リ
キ
は
、
未
曾
有
の
縁
起
に
よ
る
審
尋
へ
の
支
援
を
全
世
界
の
「
す
べ
て
の
善
良
な
人
々
」
に
訴
え
、
そ
れ
は
間
も
な
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く
新
聞
で
公
表
さ
れ
た
（
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
繍
は
七
月
三
｝
日
号
に
掲
載
）
。
こ
の
ア
ピ
ー
ル
を
受
け
フ
ー
ヴ
ァ
ー
は
七
月
二
三
日
の
電

報
で
、
ア
メ
リ
カ
入
捕
虜
の
即
時
釈
放
を
絶
対
的
条
件
と
し
て
A
R
A
は
ロ
シ
ア
を
援
助
す
る
用
意
が
あ
る
旨
を
表
明
し
、
同
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
代

表
と
の
間
で
援
助
を
め
ぐ
る
交
渉
が
リ
ガ
で
は
じ
ま
っ
た
。

　
だ
が
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
指
導
部
は
外
国
の
義
掲
に
き
わ
め
て
懐
疑
的
で
、
内
戦
期
に
白
衛
軍
へ
の
食
糧
援
助
を
行
っ
た
A
R
A
へ
の
不
信

感
も
根
強
く
、
ア
メ
リ
カ
側
も
自
ら
の
特
権
的
立
場
を
強
硬
に
主
張
し
、
八
月
一
〇
日
か
ら
は
じ
ま
る
A
R
A
代
表
と
外
務
人
民
委
員
代
理
リ

ト
ヴ
ィ
ー
ノ
ブ
と
の
交
渉
は
難
航
し
、
よ
う
や
く
二
〇
日
に
援
助
の
た
め
の
リ
ガ
協
定
が
調
印
さ
れ
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
八
月
心
五
日
に

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
で
ロ
シ
ア
援
助
に
関
す
る
首
席
全
権
に
指
名
さ
れ
た
ナ
ン
セ
ン
と
外
務
人
民
委
員
チ
チ
ェ
ー
リ
ン
と
の
交
渉
が
行
わ
れ
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

月
二
七
日
に
リ
ガ
協
定
に
準
じ
た
協
定
書
が
結
ば
れ
た
。

　
外
国
援
助
機
関
に
そ
の
活
動
で
～
定
の
自
由
を
与
え
た
と
し
て
も
、
欧
米
列
強
へ
の
不
信
感
に
溢
れ
た
環
境
の
中
で
八
月
八
日
に
開
か
れ
た

中
央
委
総
会
で
、
「
飢
僅
諸
県
の
農
民
に
、
国
外
反
革
命
雛
帝
国
主
義
者
た
ち
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ
た
救
援
の
一
部
は
ロ
シ
ア
農
民
の
隷
属
化
の

条
件
と
絡
ん
で
い
る
こ
と
を
周
知
さ
せ
る
」
た
め
の
情
宣
活
動
を
行
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
こ
の
会
議
資
料
は
外
部
秘
と
さ
れ
た
。
こ
の
基
調

は
一
〇
月
六
日
の
飢
饒
援
助
に
関
す
る
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
決
議
の
中
で
も
、
協
商
国
政
府
は
「
言
葉
で
は
飢
餓
民
救
済
を
約
束
し
て
い
る

が
、
実
際
に
は
現
実
的
な
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
引
き
延
ば
す
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
へ
の
反
革
命
的
干
渉
、
ロ
シ
ア
人
民
の
経
済
的
隷
属
、

ロ
シ
ア
へ
の
新
た
な
武
力
侵
攻
の
準
備
の
新
た
な
試
み
の
た
め
に
割
烹
を
利
用
し
て
い
る
」
と
、
繰
り
返
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
方
針
が
、
外

国
救
援
組
織
に
対
す
る
基
本
的
対
応
で
あ
っ
た
。
八
月
二
五
日
の
党
中
央
委
は
、
リ
ガ
協
定
に
基
づ
き
到
来
す
る
外
国
人
の
監
視
措
置
を
策
定

す
る
た
め
、
モ
二
選
ト
フ
、
ウ
ー
ン
シ
リ
フ
ト
［
ヴ
ェ
ー
・
チ
ェ
ー
・
カ
ー
議
長
代
理
］
、
チ
チ
ェ
ー
リ
ン
か
ら
な
る
特
別
委
を
設
置
す
る
旨
の

レ
ー
ニ
ン
の
提
案
を
採
択
し
、
ナ
ン
セ
ン
の
救
援
業
務
を
監
視
す
る
四
人
特
別
委
の
設
置
を
決
定
し
た
。
A
R
A
の
活
動
は
、
一
〇
月
一
日
づ

け
ボ
ム
ゴ
ル
中
央
特
別
委
幹
部
会
の
推
挙
に
よ
り
、
ヴ
ェ
ー
・
チ
ェ
ー
・
カ
ー
と
内
務
人
民
委
員
部
の
参
与
で
あ
る
エ
イ
デ
ュ
ー
ク
の
統
制
を

　
　
②

受
け
た
。
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活
動
直
後
か
ら
大
勢
の
ロ
シ
ア
人
職
員
が
ほ
と
ん
ど
根
拠
な
し
に
逮
捕
さ
れ
た
。
一
一
月
四
日
に
サ
マ
ラ
で
組
織
責
任
者
が
逮
捕
さ
れ
収
監

さ
れ
、
翌
日
女
性
監
督
官
が
同
じ
よ
う
に
逮
捕
さ
れ
た
。
数
日
後
に
カ
ザ
ン
全
権
、
A
R
A
事
務
所
管
理
官
、
女
性
監
督
官
が
逮
捕
さ
れ
収
監

さ
れ
た
。
サ
ラ
ト
フ
、
シ
ム
ビ
ル
ス
ク
、
ツ
ァ
ー
リ
ツ
イ
ン
で
も
重
責
に
あ
る
ロ
シ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
が
当
局
に
よ
り
収
監
さ
れ
た
。
モ
ス
ク
ワ

で
も
女
性
通
訳
官
が
チ
ェ
ー
・
カ
ー
に
よ
り
収
監
さ
れ
た
。
こ
の
伝
染
病
の
よ
う
な
逮
捕
は
A
R
A
組
織
全
体
を
揺
る
が
せ
た
。
エ
イ
デ
ュ
ー

ク
は
ロ
シ
ア
人
職
員
の
免
責
特
権
を
認
め
る
こ
と
を
拒
否
し
た
が
、
A
R
A
は
食
糧
配
送
を
一
時
中
断
す
る
こ
と
で
応
え
、
よ
う
や
く
逮
捕
者

　
　
　
　
　
③

は
釈
放
さ
れ
た
。

第
二
節
　
A
R
A
の
救
援
活
動

ボリシェヴィキ権力とニー／ニニ年飢餓（梶川）

　
九
月
に
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
と
モ
ス
ク
ワ
で
最
初
の
子
供
食
堂
が
組
織
さ
れ
た
の
に
続
き
、
A
R
A
に
よ
る
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
で
飢
謹
の
調
査
が

は
じ
ま
り
、
一
〇
月
二
〇
日
づ
け
で
A
R
A
代
表
ハ
ス
ケ
ル
は
フ
ー
ヴ
ァ
ー
へ
の
最
初
の
電
報
で
、
「
飢
饅
は
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
一
六
〇
〇

万
人
前
罹
災
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
［
入
口
の
］
七
五
％
に
達
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
書
き
送
り
、
未
曾
有
の
飢
鯉
が
「
現
在
は
切
迫
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
段
階
」
の
時
期
に
、
A
R
A
を
中
心
に
外
国
組
織
に
よ
る
本
格
的
救
援
活
動
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
一
二
月
の
第
九
回
全
ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
で
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
は
敵
対
的
資
本
主
義
諸
国
に
包
囲
さ
れ
、
外
国
か
ら
の
支
援
に
期

待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
公
言
さ
れ
た
と
し
て
も
、
A
R
A
の
援
助
は
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
の
そ
れ
を
凌
駕
し
た
。
例
え
ば
、
二
二
年
三
月
に

ウ
フ
ァ
ー
県
で
、
コ
ム
ボ
ム
ゴ
ル
は
一
二
万
六
七
七
九
人
を
、
A
R
A
は
五
〇
万
六
二
五
人
を
賄
い
、
飢
餓
民
の
そ
れ
ぞ
れ
九
・
八
％
と
三

　
　
　
　
　
　
　
⑤

九
よ
％
に
相
当
し
た
。
外
国
援
助
組
織
の
中
で
も
A
R
A
に
よ
る
活
動
は
突
出
し
、
二
二
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
外
国
組
織
が
搬
送

し
た
貨
物
総
点
裏
＝
一
三
万
一
〇
一
七
プ
ー
ド
の
う
ち
A
R
A
は
一
七
六
万
六
六
三
五
プ
ー
ド
（
七
九
・
二
％
）
を
占
め
た
。
国
別
の
救
援
貨
物
量

も
総
量
二
六
三
二
万
九
〇
〇
〇
プ
ー
ド
の
う
ち
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
圧
倒
的
で
七
二
・
九
％
を
占
め
た
（
以
下
ド
イ
ツ
の
一
二
・
五
、
ス
エ
ー
デ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
四
・
七
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
四
・
六
％
）
。
こ
の
よ
う
な
最
大
の
援
助
国
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
ロ
シ
ア
か
ら
の
不
信
感
と
警
戒
心
が
も
っ
と
も
強
か
っ
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穀物配給所（サマラ）；HIA所蔵

た
の
は
、
罹
災
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
不
幸

で
あ
っ
た
。

　
飢
餓
援
助
地
区
は
、
カ
ザ
ン
（
タ
タ
ー
ル

共
和
国
、
チ
ュ
ヴ
ァ
シ
州
、
マ
リ
州
を
含
む
）
、

シ
ム
ビ
ル
ス
ク
、
サ
マ
ラ
、
サ
ラ
ト
フ
（
ド

イ
ツ
人
コ
ミ
ュ
ー
ン
、
キ
ル
共
和
国
の
ウ
ラ
リ
ス

ク
県
を
含
む
）
、
ツ
ァ
ー
リ
ツ
イ
ン
（
カ
ル
ム

ィ
ク
州
、
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
県
を
含
む
）
、
ウ
フ

ァ
ー
（
バ
シ
キ
リ
ア
共
和
国
北
部
を
含
む
）
、
オ

レ
ン
ブ
ル
グ
（
ウ
ラ
リ
ス
ク
県
を
除
く
キ
ル
共

和
国
、
バ
シ
共
和
国
南
部
を
含
む
）
、
モ
ス
ク
ワ
、

ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
九
地
区
に
分
け
ら
れ
、

最
初
の
七
地
区
で
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
と
ウ
ラ
ル

の
全
域
を
カ
バ
ー
し
た
。
当
初
A
R
A
の
活

動
範
囲
に
、
タ
タ
ー
ル
共
和
国
、
サ
マ
ラ
、

シ
ム
ビ
リ
ス
ク
、
ツ
ァ
ー
リ
ツ
イ
ン
、
ウ
フ

ア
ー
、
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
県
と
サ
ラ
ト
フ
県
の

一
部
が
指
定
さ
れ
、
九
月
八
日
か
ら
一
一
月

三
日
ま
で
に
救
援
穀
物
六
三
九
ヴ
ァ
ゴ
ン
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コ
ヴ
ア
ゴ
ン
は
～
○
○
○
プ
ー
ド
］
が
発
送
さ
れ
た
（
カ
ザ
ン
に
一
七
〇
、
サ
マ
ラ
に
一
六
〇
、
シ
ム
ビ
ル
ス
ク
に
一
一
六
、
サ
ラ
ト
フ
に
一
〇
八
ヴ
ァ
ゴ

　
　
⑦

ン
な
ど
）
。
サ
マ
ラ
で
は
九
月
二
八
日
に
最
初
の
ア
メ
リ
カ
食
糧
の
荷
下
ろ
し
が
は
じ
ま
り
、
サ
マ
ラ
市
で
は
最
初
の
給
食
所
が
一
〇
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
開
設
さ
れ
、
同
日
サ
マ
ラ
市
近
郊
で
最
初
の
村
給
食
所
が
四
〇
〇
人
の
子
供
給
食
を
開
始
し
た
。
　
二
月
三
日
ま
で
に
サ
ラ
ト
フ
県
デ
ル
ガ

チ
、
ノ
ヴ
ォ
ウ
ゼ
ン
ス
ク
、
ボ
ク
ロ
フ
ス
ク
郡
で
　
四
六
ヶ
所
の
食
糧
供
給
所
（
食
堂
、
子
供
施
設
、
病
院
な
ど
）
が
機
能
し
、
五
万
九
七
二
人

の
子
供
を
扶
養
し
た
。
ド
イ
ツ
人
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
A
R
A
は
ゴ
ロ
カ
ラ
ム
ィ
シ
、
ロ
ヴ
ノ
エ
、
マ
ル
ク
ス
シ
タ
ッ
ト
を
任
さ
れ
、
八
六
ヶ
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

食
糧
供
給
所
で
合
計
三
万
一
三
四
五
人
の
子
供
を
扶
養
し
た
。

　
A
R
A
給
食
所
は
厳
格
な
規
律
と
統
制
の
下
に
運
営
さ
れ
、
「
食
堂
は
広
く
、
清
潔
で
、
乾
燥
し
、
明
る
い
建
物
に
設
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
な
ど
厳
し
い
条
件
が
つ
け
ら
れ
た
。
子
供
の
配
膳
時
間
は
A
R
A
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
日
付
の
入
っ
た
配
給
券
を
受
け
取

り
、
そ
こ
で
提
供
さ
れ
る
食
事
は
外
に
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
「
い
か
な
る
場
合
に
も
食
べ
き
れ
な
か
っ
た
分
を
幼
児
が
持
ち
帰
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
な
い
。
す
べ
て
の
食
事
と
パ
ン
は
食
堂
で
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
本
人
以
外
の
受
給
を
防
ぐ
目
的
を
持

っ
て
い
た
が
、
ウ
ラ
リ
ス
ク
管
区
を
訪
れ
た
A
R
A
監
督
官
が
「
屋
外
給
食
所
で
扶
養
さ
れ
て
い
る
子
供
は
、
非
常
に
多
く
が
履
物
や
衣
服
が

な
い
と
の
理
由
だ
け
で
給
食
所
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
報
告
し
た
よ
う
に
、
病
に
罹
り
衰
弱
し
て
給
食
所
に
行
け
な
い
子
供
、
特
に

厳
冬
に
履
物
や
衣
服
を
持
た
な
い
子
供
に
と
っ
て
こ
れ
は
受
給
の
大
き
な
障
碍
に
な
っ
た
。
第
九
回
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
で
シ
ム
ビ
ル
ス
ク
県
代
表

が
、
履
物
も
衣
服
も
な
く
共
同
食
堂
に
行
け
な
い
七
歳
以
下
の
大
勢
の
子
供
が
い
る
こ
の
A
R
A
条
項
を
是
正
す
べ
き
欠
陥
と
指
摘
し
た
よ
う

に
、
こ
れ
は
A
R
A
の
悪
名
高
い
規
程
と
な
っ
た
。
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
月
曜
と
木
曜
が
コ
コ
ア
と
パ
ン
、
火
曜
と
金
曜
が
ラ
イ
ス
・
プ
デ

ィ
ン
グ
と
パ
ン
、
水
曜
と
B
曜
が
米
入
り
ラ
プ
シ
ャ
ー
コ
種
の
煮
込
み
う
ど
ん
］
、
土
曜
が
大
豆
、
パ
ン
、
獣
脂
で
、
ラ
イ
ス
・
プ
デ
ィ
ン
グ

は
砂
糖
一
六
グ
ラ
ム
、
米
七
〇
グ
ラ
ム
、
牛
乳
四
〇
グ
ラ
ム
、
パ
ン
九
〇
グ
ラ
ム
か
ら
作
ら
れ
、
一
日
七
七
〇
カ
ロ
リ
ー
が
摂
取
で
き
た
。
そ

の
後
に
給
食
は
成
人
に
も
拡
大
さ
れ
、
ニ
ニ
年
夏
に
シ
ム
ビ
ル
ス
ク
県
で
平
均
し
て
二
・
五
フ
ン
ト
の
食
事
で
一
五
七
〇
カ
ロ
リ
ー
が
提
供
さ

れ
た
。
「
み
す
ぼ
ら
し
く
汚
い
人
々
。
彼
ら
全
員
が
ボ
ウ
ル
や
壼
、
普
通
の
ブ
リ
キ
缶
、
ま
た
は
食
糧
を
入
れ
る
何
か
を
持
っ
て
や
っ
て
来
る
。
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配
給
を
受
け
取
る
と
彼
ら
の
多
く
は
食
事
を
駆
る
た
め
、
す
ぐ
に
門
近
く
の
中
庭
や
雪
の
上
に
座
り
込
む
。
自
分
の
順
番
を
待
つ
人
々
の
長
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

行
列
が
給
食
所
や
通
り
に
ま
で
辛
抱
強
く
立
っ
て
い
る
」
と
、
そ
こ
で
の
光
景
が
描
か
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
二
二
年
六
月
一
五
日
ま
で
に
A
R
A
は
全
ロ
シ
ア
で
合
計
子
供
三
一
九
万
五
六
五
四
人
と
成
人
四
六
九
万
三
三
六
五
人
、

総
計
で
子
供
と
成
人
七
八
八
万
九
〇
一
九
人
を
扶
養
し
た
。
カ
ザ
ン
地
区
が
子
供
五
六
万
五
二
〇
六
人
、
成
人
八
三
万
六
〇
八
八
人
と
最
大
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

で
、
サ
マ
ラ
地
区
の
子
供
四
三
万
六
九
〇
八
人
、
成
人
七
八
万
三
〇
五
六
人
が
続
い
た
。

　
個
々
の
事
例
を
見
て
も
、
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
よ
り
A
R
A
を
筆
頭
に
外
国
援
助
組
織
を
中
心
に
救
援
活
動
は
展
開
さ
れ
た
。
一
二
月
末
の
サ
マ

ラ
県
で
A
R
A
は
飢
饅
の
も
っ
と
も
深
刻
な
プ
ガ
チ
ョ
フ
郡
を
含
む
西
部
を
、
県
コ
ム
ボ
ム
ゴ
ル
の
委
託
を
受
け
た
県
ソ
ユ
ー
ズ
が
ブ
グ
ル
ス

ラ
ン
、
ブ
ズ
ル
ク
郡
を
桜
山
し
た
。
燃
料
不
足
な
ど
が
原
因
で
プ
ガ
チ
ョ
フ
、
メ
ン
ゼ
リ
ン
ス
ク
郡
で
一
時
業
転
し
て
い
た
給
食
活
動
も
～
＝
一

年
二
月
に
入
る
と
徐
々
に
回
復
し
は
じ
め
、
給
食
の
受
給
者
は
三
〇
万
二
四
六
二
人
に
増
加
し
、
月
間
穀
物
配
給
基
準
も
一
二
月
の
七
・
五
フ

ン
ト
か
ら
二
月
ま
で
に
二
三
・
七
五
フ
ン
ト
に
増
量
さ
れ
た
が
、
県
ソ
ユ
ー
ズ
宛
て
の
物
資
は
ほ
と
ん
ど
入
荷
せ
ず
、
そ
こ
で
の
給
食
所
の
い

く
つ
か
は
完
全
に
活
動
を
中
断
し
た
。
最
終
的
に
サ
マ
ラ
県
全
体
で
A
R
A
は
一
六
四
二
ヶ
所
の
給
食
所
で
二
九
万
八
六
六
一
人
を
扶
養
し
た
。

ブ
ズ
ル
ク
郡
で
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
団
体
は
子
供
七
万
人
と
成
人
六
万
人
に
食
糧
支
援
を
与
え
た
が
、
ブ
グ
ル
ス
ラ
ン
郡
は
被
害
が
軽
微
と
の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

由
で
食
糧
支
援
を
受
け
な
か
っ
た
。

　
①
碍
｝
O
蒙
■
e
■
§
○
戸
G
。
串
戸
B
画
二
．
ど
鈎
類
』
坤
匂
・
冨
円
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
℃
h
搾
℃
嫁
N
切
．

　
ζ
．
霊
8
言
ロ
瓢
ρ
↓
冨
田
α
Q
q
D
ゲ
。
宅
ヨ
切
。
δ
す
質
9
8
冨
＞
3
。
ユ
∩
騨
p
図
魯
の
h

　
疑
℃
a
践
。
コ
陣
o
u
D
o
＜
杢
渕
ま
。
・
㌶
貯
回
田
霊
ヨ
ぢ
Φ
o
臨
目
露
ド
P
O
O
N
q
D
㌶
無
。
民
q

　
℃
・
や
ω
G
。
1
ρ
出
H
＞
．
殉
q
6
よ
M
麟
6
自
2
Φ
＝
び
長
目
。
竃
『
o
鋼
．
¢
㌶
梱
Z
ρ
日
■
O

　
ω
麟
1
ω
9
ω
℃
1
恥
O
．

②
　
目
鋤
竃
渓
ρ
Z
ρ
P
∩
b
ρ

③
国
顕
謬
冨
雛
○
℃
葺
も
μ
P
野

④
蝉
竃
℃
卑
零
p
巳
Φ
、
o
℃
．
。
潔
．
℃
．
翠
月
冨
》
ヨ
践
∩
睾
同
⑦
眠
㊦
h
巴
巨
巳
q
。
窪
目
8

　
ぽ
図
三
戸
・
ぎ
目
O
認
点
露
ω
”
〉
。
器
①
⑳
g
身
匿
ヲ
竃
冨
鼠
。
づ
σ
Φ
箸
①
雪
。
℃
唱
8
営
σ
q

唱
。
曄
貯
紘
。
・
団
。
。
竃
ヨ
。
・
’
〉
経
q
。
。
・
①
洋
銭
。
昌
ξ
c
d
⑦
ε
騨
山
雨
ζ
集
票
ミ
の
奮
ヨ
睾
．

鴎
ま
。
。
・
∩
o
ξ
ヨ
慧
鋤
¢
鼠
〈
．
℃
．
G
。
U
｝
藍
島
菊
ご
．
8
一
凶
日
O
甲
q
畠
チ
ェ
ー
．
カ
ー
の
厳

　
し
い
監
視
と
厳
冬
の
耐
え
難
い
状
況
下
で
、
文
字
逓
り
不
眠
不
休
の
A
R
A
調
査

　
官
の
活
動
は
、
∩
o
∩
窪
o
H
拝
頃
」
．
Φ
低
、
甑
p
∩
閃
巨
Φ
ぴ
。
瓢
帥
…
日
7
Φ
園
臣
。
・
す
づ
蜜
巨
コ
①

　
9
m
蔓
。
胤
〉
曇
穴
昌
壁
ヨ
ω
践
簿
Q
D
鐸
需
宅
厨
。
こ
■
蒙
く
舘
∩
謀
匡
ω
、
6
逞
ム
O
悼
ω
．

　
P
O
O
◎
ζ
醇
∩
霞
¢
勺
．
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

⑤
く
最
手
。
昌
昌
．
塑
覚
Φ
葭
2
臣
。
孚
》
隠
℃
員
窪
∩
穴
曇
霞
類
誕
貫
自
喝
銭
§
切
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田
日
x
壽
唱
ミ
鼠
切
。
し
。
隠
§
8
昌
。
貝
p
日
露
μ
1
お
8
讐
．
切
鼠
℃
∩
図
、
P
O
O
癖
．
○
罐
■

⑥
均
Φ
切
蒙
轟
Q
ご
＄
唱
。
R
爵
置
励
n
菅
貫
∩
。
じ
。
①
8
・
．
∩
膝
『
》
勺
β
臼
8
①
U
、
○
目

ω
、
員
．
P
ω
、
知
噛
合
霞
一
〉
．
閃
C
い
O
l
刈
■

⑦
G
d
ぴ
同
×
o
し
尊
減
幕
鵬
○
頃
。
§
員
り
謹
凄
。
∩
ぢ
罠
局
切
ぎ
き
葛
δ
垣
鼠
蜜
亮
円
譲

　
自
8
0
肖
渓
題
■
竃
く
6
P
ド
O
Q
l
肝
鵠
契
℃
o
夷
鋤
計
ミ
円
。
受
員
鋤
唱
q
器
寓
缶
器

　
口
O
ζ
O
口
守
■
ζ
＜
博
ゆ
N
ド
∩
い
P
．

⑧
魯
〉
閑
¢
μ
O
α
ム
ニ
O
①
よ
．

第
五
章
　
大
飢
饅
の
終
了
宣
言

⑨
引
δ
謡
魯
。
臣
長
ぎ
胃
自
6
P
日
．
Z
。
．
ω
＼
餅
∩
呂
ふ
ω
．

⑩
田
〉
．
菊
9
這
早
9
置
山
㎞
δ
日
ψ
幕
塁
掌
§
し
d
。
㊦
で
。
R
ミ
膏
民
§
∩
♂
Φ
貴

　
8
し
σ
零
O
切
．
O
愈
ご
霞
【
〉
菊
q
．
目
O
l
吟
Q
ご
葭
×
O
ロ
員
泪
雷
∩
＜
ズ
器
．
∩
O
鵡
．
∩
．
四
国
H
＞
■

　
菊
¢
h
P
l
ご
日
μ
Q
Q
l
曲

⑪
霞
〉
殉
¢
■
μ
甲
ω
．

⑫
泪
＞
e
9
’
e
．
日
O
目
ひ
、
録
蝋
O
O
、
肖
N
N
蚕
単
ひ
同
ひ
、
鈎
鐸
P
。
。
㎞
寓
”
曾
唱
。
田
①

　
『
O
葭
O
賛
穿
∩
μ
ひ
ω
、
ま
9
回
ひ
導
『
O
員
O
真
μ
℃
出
山
ゆ
P
ド
∩
9
0
μ
O
M

　
二
二
年
五
月
…
八
日
の
党
中
央
委
政
治
局
会
議
で
A
R
A
の
活
動
を
二
一
二
年
一
月
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に

二
三
年
八
月
一
こ
口
ボ
ス
レ
ゴ
ロ
ダ
組
織
の
解
散
に
伴
い
、
ナ
ン
セ
ン
組
織
を
含
む
す
べ
て
の
外
国
援
助
組
織
は
「
八
月
一
九
日
に
そ
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
た
た
む
9
①
℃
缶
鷲
び
」
こ
と
を
ソ
ヴ
ェ
ト
全
権
に
通
告
し
た
。
二
二
年
九
月
の
飢
鰹
終
息
宣
言
か
ら
～
年
を
経
て
、
実
質
的
に
す
べ
て
の
飢

饒
救
済
活
動
は
停
止
し
た
。

　
だ
が
、
二
二
年
八
月
に
サ
マ
ラ
県
プ
ガ
チ
ョ
フ
と
バ
ラ
コ
ヴ
ォ
郡
を
調
査
し
た
A
R
A
が
「
正
気
は
決
し
て
根
絶
さ
れ
て
い
な
い
」
と
結
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

づ
け
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ
る
終
息
宣
言
で
あ
っ
た
。
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
で
は
二
二
年
の
播
種
面
積
は
二
〇
年
の
半
分
し
か

な
く
、
サ
マ
ラ
県
で
二
二
年
の
収
量
は
一
人
当
た
り
九
プ
ー
ド
を
超
え
な
か
っ
た
。
ヴ
ォ
チ
ャ
ー
ク
州
か
ら
、
二
二
年
の
収
穫
は
農
村
住
民
｝

人
当
た
り
九
プ
ー
ド
以
下
で
、
「
現
状
か
ら
住
民
は
自
力
で
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
訴
え
て
い
る
よ
う
に
、
餓
死
者
を
と
も
な
う
飢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

饒
は
依
然
と
し
て
各
地
で
認
め
ら
れ
て
い
た
。
一
〇
月
に
北
西
土
州
［
チ
ェ
レ
ポ
ヴ
ェ
ツ
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
、
プ
ス
コ
フ
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
、
オ
ロ
ネ

ツ
県
、
カ
レ
リ
ア
勤
労
コ
ミ
ュ
ー
ン
］
経
済
会
議
は
、
「
春
に
州
を
襲
っ
た
災
害
と
昨
年
よ
り
も
著
し
く
低
い
収
穫
の
た
め
」
食
糧
税
の
縮
小
を
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

請
し
た
よ
う
に
、
所
に
よ
っ
て
は
二
二
年
の
収
穫
は
前
年
よ
り
も
低
か
っ
た
。

　
国
内
で
依
然
と
し
て
飢
謹
が
克
服
さ
れ
た
と
の
状
況
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
一
一
三
年
に
は
ネ
ッ
プ
の
成
功
が
公
式
に
宣
雷
さ
れ
た
。
四
月
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に
開
か
れ
た
第
一
二
回
党
大
会
で
カ
三
夏
ネ
フ
は
開
会
の
辞
で
、
一
年
前
に
レ
ー
ニ
ン
は
ネ
ッ
プ
の
さ
ら
な
る
後
退
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
問
う

た
こ
の
同
じ
設
問
に
、
「
全
体
と
し
て
こ
の
一
年
間
で
後
退
は
停
止
し
た
」
こ
と
を
明
野
し
、
ネ
ッ
プ
の
成
果
を
讃
え
た
。
農
業
生
産
は
回
復

し
、
二
二
年
は
輸
入
総
量
の
う
ち
食
料
品
は
三
四
・
一
％
を
占
め
た
が
、
二
三
年
一
月
で
そ
れ
は
一
〇
・
七
％
し
か
な
い
、
む
し
ろ
豊
作
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

供
給
過
剰
の
た
め
国
内
市
場
で
穀
物
価
格
の
下
落
が
生
じ
て
い
る
と
彼
は
断
じ
た
。

　
飢
謹
の
終
息
宣
言
と
農
業
の
復
興
を
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
背
景
に
は
、
次
の
事
情
が
あ
っ
た
。
ゲ
ー
・
ぺ
i
・
ウ
ー
や
軍
隊
を
動
員
し
て
二

一一

N
春
か
ら
始
動
し
た
教
会
貴
重
品
の
強
制
収
用
は
、
ロ
シ
ア
国
民
経
済
復
興
の
財
源
と
し
て
想
定
さ
れ
た
よ
う
な
財
政
的
成
果
を
挙
げ
な
か

っ
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
自
体
に
莫
大
な
支
出
が
あ
り
、
合
計
約
三
二
〇
〇
カ
ラ
ッ
ト
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
約
四
万
六
五
〇
〇
ル
ー
ブ
リ
と
評
価

さ
れ
た
と
き
に
、
二
二
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
教
会
貴
重
品
収
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
七
五
〇
万
　
〇
一
八
ル
ー
ブ
リ
が
支
出
さ
れ
、
さ
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

党
と
ソ
ヴ
ェ
ト
機
関
の
強
化
に
そ
の
資
金
は
流
用
さ
れ
、
こ
の
と
き
に
機
関
職
員
の
給
与
や
手
当
は
増
大
し
た
。
こ
う
し
て
、
収
用
さ
れ
た
金

が
溶
解
さ
れ
た
よ
う
に
、
換
金
さ
れ
た
基
金
も
内
外
で
溶
解
し
た
。

　
新
た
な
財
源
探
し
が
は
じ
ま
っ
た
。
大
同
饅
に
よ
っ
て
、
小
口
年
六
月
に
ロ
シ
ア
解
放
委
員
会
［
亡
命
ロ
シ
ア
人
の
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
組
織
］

が
出
し
た
評
価
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
輸
出
入
バ
ラ
ン
ス
は
き
わ
め
て
逼
迫
し
て
い
た
。
二
一
年
に
は
＝
二
年
目
比
較
し
て
、
輸
入
は
一
三
兆

七
四
〇
〇
万
ル
ー
ブ
リ
か
ら
二
更
四
八
五
五
万
七
〇
〇
〇
に
、
輸
出
は
一
五
兆
二
〇
〇
〇
万
か
ら
二
〇
二
八
万
三
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
リ
に
大
幅
に

減
少
し
て
い
た
。
一
＝
年
一
月
か
ら
＝
月
間
の
輸
入
量
は
八
三
万
六
〇
〇
〇
ト
ン
［
約
五
万
一
〇
〇
〇
プ
ー
ド
扁
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
ヴ
ォ

ル
ガ
流
域
の
飢
餓
民
援
助
に
六
月
二
五
日
づ
け
政
治
局
会
議
で
三
万
五
〇
〇
〇
プ
ー
ド
の
穀
物
の
外
国
で
の
緊
急
買
付
が
決
定
さ
れ
、
徐
々
に

食
糧
輸
入
の
割
合
が
高
ま
っ
た
。
～
○
月
の
輸
入
量
の
う
ち
そ
れ
は
三
八
・
七
％
、
救
援
物
資
は
七
・
八
％
を
占
め
た
。
＝
二
年
の
輸
入
量
の
う

ち
食
糧
（
家
畜
を
含
む
）
が
一
八
・
六
％
し
が
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
（
最
大
は
金
属
製
品
の
二
五
・
七
％
、
繊
維
製
品
二
二
・
八
％
と
続
く
）
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
輸
出
入
バ
ラ
ン
ス
は
経
済
復
興
に
と
っ
て
不
利
な
材
料
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
バ
ラ
ン
ス
の
修
復
が
ま
ず
求
め
ら
れ
た
。
二
二
年
収
穫
も
ま
だ
不
透
明
な
二
二
年
七
月
六
日
の
党
中
央
委
政
治
周
会
議
で
、
カ
ー
メ
ネ
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フ
に
よ
り
穀
物
輸
出
が
提
起
さ
れ
、
こ
の
た
め
穀
物
買
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
当
面
の
最
重
要
任
務
と
認
め
る
と
決
議
さ
れ
た
。
穀
物
輸
出
再
開

の
た
め
に
は
飢
饅
は
解
消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
八
月
二
四
日
の
政
治
局
会
議
で
ボ
ム
ゴ
ル
中
央
特
別
委
の
清
算
に

関
す
る
問
題
が
提
起
さ
れ
、
九
月
七
日
の
同
会
議
で
ボ
ム
ゴ
ル
中
央
特
別
委
の
清
算
と
そ
れ
に
替
わ
る
悪
相
後
遺
症
特
別
委
の
設
置
が
決
定
さ

れ
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
文
字
通
り
、
飢
謹
の
下
に
穀
物
輸
出
が
は
じ
ま
っ
た
。
「
基
本
的
に
飢
謹
後
遺
症
が
根
絶
さ
れ
た
二
二
年
末
に
よ

う
や
く
穀
物
の
輸
出
が
可
能
と
な
っ
た
」
と
ソ
連
時
代
の
文
献
に
書
か
れ
た
よ
う
に
、
早
す
ぎ
る
高
率
終
息
宣
言
の
下
で
二
二
年
一
〇
月
二
五

日
国
防
会
議
政
令
に
よ
り
、
穀
物
一
〇
〇
〇
万
プ
ー
ド
が
初
め
て
輸
出
さ
れ
た
。
ネ
ッ
プ
に
お
け
る
経
済
復
興
の
た
め
の
資
金
調
達
は
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

う
に
早
す
ぎ
る
飢
謹
終
息
宣
書
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。

　
①
勺
『
〉
∩
昌
箪
β
日
N
O
類
．
ω
、
戸
ピ
ω
、
肖
直
り
〉
勺
β
e
．
巳
ぴ
切
、
○
員
ω
、
潤
．
8
、
肖
　
　
整
理
が
行
わ
れ
、
賃
金
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
モ
ス
ク
ワ
県
食
糧

　
　
ひ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
は
以
前
の
定
員
六
二
八
人
の
う
ち
二
二
年
一
月
に
は
｝
入
四
人
だ
け
が
残
っ
た
。

　
②
譲
〉
．
カ
¢
．
8
下
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
ス
ク
ワ
市
と
郡
食
糧
委
の
人
件
費
に
九
万
三
一
五
四
金
ル
ー
ブ
リ
が
必
要
と
さ

③
コ
。
9
の
辱
。
肖
。
彊
」
O
P
ド
Z
。
．
μ
∩
．
蚕
G
。
禽
Z
。
．
P
O
旨
9

④
零
〉
り
■
e
6
塗
○
戸
8
員
．
昌
Q
O
、
肖
峯

⑤
冒
の
密
濃
ρ
享
ヨ
9
②
貫
勺
釜
（
α
Y
q
。
蓉
臼
。
罎
興
ζ
＜
6
α
G
。
．
O
O
』
目
、

　
P
ω
■

⑥
『
〉
℃
e
噛
e
．
δ
ひ
伊
O
p
恥
、
知
．
μ
。
。
P
、
肖
O
窃
、
露
ら
ω
㎞
穴
℃
蕊
。
し
・
臼
玉
〉
』
員
9
き
言

　
娼
①
℃
閑
。
雷
ロ
d
6
B
山
O
揺
胃
L
≦
■
、
這
ゆ
N
∩
c
。
G
。
、
旨
ど
日
B
㎞
崩
賃
嘗
鼠
閏
し
d
．
罫

　
く
釜
ω
．
8
タ
∩
渦
Q
。
図
こ
の
時
ま
で
財
政
難
の
た
め
に
様
々
な
国
家
施
設
で
人
員

む
す
び
に
替
え
て

　
れ
た
が
、
受
け
取
っ
た
の
は
二
万
七
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
リ
し
か
な
か
っ
た
（
勺
門
》
り

　
e
．
這
ホ
、
O
銅
P
、
戸
ω
ミ
、
肖
α
q
。
）
。

⑦
露
〉
菊
9
東
山
9
嬉
〉
∩
目
罫
e
μ
N
、
○
口
．
ω
、
尊
弓
O
、
肖
緊
押
≡
〉
・
カ
q
8
。
。
φ

　
μ
P
点
．

⑧
円
〉
∩
調
茎
β
M
ひ
、
○
戸
ω
、
戸
B
G
。
、
調
．
回
山
0
9
e
．
§
○
目
．
ω
、
戸
ω
O
P
誠
■
ご
知
．

　
ω
＄
、
尚
々
均
．
ω
賦
、
肖
愈
日
鼠
輩
宍
嵩
延
中
〉
．
∩
o
器
肖
否
Φ
『
o
Q
員
巷
Ω
田
。
類

　
9
弼
ρ
炭
¢
ω
p
目
貴
p
し
」
お
旨
1
6
P
ω
弓
’
鈎
、
6
＄
■
∩
溝
は
．

　
ソ
連
時
代
に
支
配
的
で
あ
っ
た
、
農
民
農
業
経
営
の
復
興
過
程
の
障
碍
と
な
っ
た
が
、
「
農
業
生
産
の
分
野
に
お
け
る
ネ
ッ
プ
の
成
果
は
早

く
も
二
一
年
中
に
現
れ
た
」
と
す
る
、
こ
の
大
挙
饒
の
評
価
は
完
全
に
誤
り
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
農
民
史
研
究
者
エ
シ
コ
ー
フ
が
、
ネ
ッ
プ
導
入

に
よ
っ
て
農
業
生
産
が
速
や
か
に
復
興
し
た
と
の
権
力
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
神
話
を
歴
史
文
献
は
数
十
年
に
亘
っ
て
広
め
て
き
た
と
指
摘
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①

す
る
の
は
、
無
条
件
に
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
捏
造
は
当
時
か
ら
は
じ
ま
り
、
第
九
回
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
で
サ
ラ
ト
フ

県
代
表
の
農
学
者
は
、
県
経
済
会
議
の
公
式
統
計
資
料
は
バ
ラ
色
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
「
近
い
将
来
の
農
業
山
朋
壊
」
の
兆
候
が
認

め
ら
れ
る
と
発
言
し
た
。
別
の
代
議
員
は
、
レ
ー
ニ
ン
と
カ
リ
ー
ニ
ン
は
二
一
年
の
秋
蒔
き
で
七
三
％
に
播
種
さ
れ
た
と
語
っ
た
が
、
ス
タ
ヴ

ロ
ポ
リ
県
で
は
二
七
％
に
し
か
播
種
さ
れ
て
い
な
い
と
、
ネ
ッ
プ
導
入
に
伴
う
楽
観
的
見
解
に
反
対
を
表
明
し
た
。
多
く
の
ネ
ッ
プ
神
話
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
よ
う
に
し
て
こ
の
時
に
生
ま
れ
た
。

　
ネ
ッ
プ
神
話
の
成
立
、
ま
た
は
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
捏
造
が
一
一
一
／
二
二
年
大
穂
饒
の
秘
匿
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
の
は
、
「
フ
ク
シ
マ
」

の
実
例
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
旱
魅
と
い
う
自
然
災
害
が
そ
の
主
要
な
原
因
で
あ
る
と
し
て
も
、
被
害
を
拡
大
し
、
無
用
な
犠
牲
者
を
多
数

生
み
出
し
た
当
局
の
人
為
的
過
誤
、
ま
た
は
国
家
的
犯
罪
行
為
が
そ
れ
に
関
わ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
秘
匿
さ
れ
た
事
実
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
歴
史
家
の
責
務
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
「
災
害
」
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
犠
牲
者
は
安
ら
か
に
眠
れ
な
い
。

　
①
畷
8
美
8
剛
○
■
〉
■
類
①
℃
①
×
o
n
囚
肖
り
蔓
謹
∩
o
器
目
∩
久
。
。
ぞ
①
∩
誤
湊
6
冨
9
0
　
　
②
掴
貰
受
ぴ
国
守
招
。
R
§
釜
誹
争
Φ
貴
8
ζ
。
㊤
o
即
Ω
目
p
、
這
9

　
　
慧
◎
団
∩
員
8
∩
〉
・
＜
ズ
き
■
8
鵡
．
○
准
ω
．

【
付
記
】
　
本
稿
は
二
〇
一
〇
1
＝
二
年
度
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
◎
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
金
沢
大
学
教
授
）
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between　Russia　aRd　Qing　in　the　18th　century．　At　the　same　time，　the　people

of　the　area　experienced　a　great　change　in　their　lifestyle，　caused　by　the

introduction　of　modern　agriculture，　Tke　settlement　policy　and

collectivization　of　the　agricultural　sector　from　1929　triggered　serious　social

confusion　in　1〈azal〈hstan，　resuking　in　the　loss　of　a　large　number　of　nomadic

populations．　Under　the　“transformation　of　nature”　ideology　of　the　Soviet

URion，　Kazakhstan　was　forced　to　become　one　of　the　major　crop　production

areas　in　the　Soviet　Unlon，　causing　excessive　development，　which　ignored

environmental　capacity　and　exerted　significant　impact　on　the　area　ln

addition，　these　development　policies　were　app｝ied　in　a　fashion　that　ignored

and　destroyed　traditional　social　sys£ems．　Especially，　the　newly　applied

production　system　including　the　division　of　labor，　together　with　the

migration　of　skilled　peoples　from　otker　countries　as　leaders　for　collective

farms，　prevented　the　accum“lation　of　agricultural　knowledge，　and　also

caused　the　loss　of　traditional　knowledge　on　Bomadic　pastoralism　and　the

subsistence　complex．　Moreover，　societal　confusion　caused　by　the　coliapse　of

the　Soviet　Union　implies　that　societal　flexibility　in　the　area　could　be　a　very

important　factor　in　the　resilience　of　society　to　both　natural　and　societal

impacts．　This　is　oRe　of　the　keys　to　understanding　contemporary

environmenta｝　issues　in　Central　Eurasia．

　　We　can　also　see　a　similar　societal　fiexibility　or　high　mobility　in　“sea

nomads”　in　South　East　Asian　islands．　Societal　flexibility　is　thus　one　of　the

key　concepts　for　understanding　the　resilience　of　a　society．

BoJibmeB」（cTcKas　B」iacTb　vc［　roJioJl　1921－1922　rr．

KAJIKAWA　Shinichi

　　HecMoTpfi　Ha　To，　gTo　rolioll　1921－22　rr．　6bm　ollHoM　pf3　caMbix

TparllTlecKvlx　EBfieHvfth　B　Poccvava，　B　coBeTcKoth　vfcTopmorpatpvfvf　DTa　TeMa

6bma　paccMoTpeHa　HexlocTaTogHo　v｛　Ra）Ke　B　HacToffluee　BpeMfl
vaccllegoBaeTcfi　rollom　1921－1922　iT．　MeHbuie　ueM　ero　1932－1933　rr．　Ka＞KeTca

TITO　3TO　HOJIO＞KeHve　llen　CBH3blBaeTCfl　C　BBeAeHPIeM　Hella，　KOTOPOe　B

coBeTcKoth　vacTopv｛orpaopvfy｛　B　06meM　cuutTaeTcx　eJI4vaHcTBeHHblM

HpaB班bHHM　collvaaJltz【cT四ecKPIM　KypcoM．　B　HacToffm〔ee　BpeMsl　cneRyromvae

iipvfzivmbi　ronolla　1921－22　rr．　0603HaqeHm）i　：　HecrrbixaiiHbie　cTv（xvaVrHbie
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6encTBva”，　B　uacTHocTv（　3acyxa，　rpa）KAaHcKafl　BoitHa，　pa3pymeHu［e

KPeCT5fiHCK」（［X　XO3fiP｛CTB　Vf3－3a　TIPOBeJICeH」｛E　CYPOBOva　llPOJIII）a3BePCTKPI，

He耳oo耳eHKa　pa3Mepa　va　Mac田Ta60B　HaμB斑raK）珊ethcfi　Tp＆re几斑班・Ho　cJleJlyeτ

llo6aBviTb町。　omva60gHble　oTBeTHb亙e　MepoHp朋T朋CoBeTcKoro
IIPaBVITenbCTBa，　｝leCOMHeHHO，　YBeJI」IZIanV（　）KePTBbl　rOllOJIa．　B　CaMOM　Relle

HepoccvathcKvle　nepvltpepv｛pf，　KaK　5amutKv｛pvtsl，　IlyBamcKaE　0611acT6　vE　T．　n．

Hap瓢y　c　HoBo」1ヨKbeM　B　BblcllleVa　cTer【eHレ［c瑚正・Ho　llocTpaptlaJlv｛oT　3acyxva

1921　r．　pi　clleMoBaTenbHo　TaM　Tpare／lvisi　6buia　caMoth　ocTpota．　1？1　TaM

3HagurenbHylo　lloMoxxb　ronaEaromvaM　oKa3axva　3apy6emable　6paroTBollsHble

opra｝lp13allvm，　plcwlrorlvaTenbHo　APA，　KoTopble　6bulva　BblHyxqHbl　pa60TaTb　c

HepEoBeppfeM　oT　CoBeTcKoro　rrpaBvaTenbcTBa．　B　gToth　CTaTbe　ur3no）KeHo

co311aBmeecfi　noEo）KeHvae　Bemeta　roftona　1921－1922　rT．　Hput　ycrroBvapf

BBejl［e｝IVfSI　Hgfia．

　The　Geographical　Space　of　Evacuation：　A　Record　of　Field

Experience　and　Practices　from　the　Multiple　Disasters　of　2011

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　Northeastem　Japan

by

ODA　Takashi

　　This　study　discusses　the　geographical　space　of　evacuation　and

displacement　in　northeastern　Japan　fo11owing　the　multiple　disasters　caused

by　the　Great　East　Japan　Earthquake　（magnitude　’9．0）　on　March　ll，　2ell　from

the　viewpoint　of　the　author　as　a　geographer　who　has　personal　connections

with　the　affected　areas．　The　author　grew　up　in　lwaki　City，　Fukushima

Prefecture，　an　area　that　was　affected　by　multiple　predicaments，　including　the

damaging　effects　of　the　earthquake，　the　tsunarni，　and　the　accideRts　of

Fukushima　Daiichi　Nuclear　Power　Plant．　Some　of　the　author’s　family

members　had　to　evacuate　their　home　temporarily，　and　they　spent　time　with

him　and　other　relatives　in　Tokyo．　Additionally，　the　author　spent　many　years

in　Sendai　City，　Miyagi　Prefecture，　during　his　undergraduate　and　graduate

years．

　　Drawing　ok　such　persona1　experience　and　previous　academic　interests　in

migration，　displacement，　and　education　for　children　in　the　discipline　of
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